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馬
克
相
揚
の
安
定
に
關
す
る
國
際
委
員
會

の
提
案
を
評
す

高
城
仙
次
郎

「二、
三
、

四
■

王
、

目

繕
書
國
際
委
員
の
頻
隅

會
議
の
経
通

第
哺
意
見
書

第
二
慧
見
書

次

六
瓢

七
、

八
b

九
、

爾
憲
見
書
の
比
較

薦
慧
見
書
に
野
す
る
総
揺
的
蜘
詐

馬
克
安
定
策
に
野
ナ
る
批
評

政
府
の
態
度
に
野
す
る
批
評

一
、
緒
言

　
暴
落
に
暴
落
を
重
ね
來
っ
た
濁
逸
の
通
貨
『
馬
克
』
は
本
年
輔
月
中
旬
佛
國
が
濁
進
の
賠
償
義

務
不
履
行
を
ロ
實
と
し
て
濁
邊
経
潜
界
の
心
臓
で
あ
る
ε
言
は
れ
て
ゐ
る
〃
ー
ル
地
方
を
占

　
　
　
　
島
克
嶋
欝
の
聾
定
に
關
丁
る
固
際
委
員
會
の
提
案
か
静
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
騨



　
　
　
　
馬
寛
権
塘
の
妥
定
に
躇
す
る
國
際
委
員
會
の
提
案
な
詐
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

慨
し
た
爲
め
に
更
に
惨
落
し
て
、
邦
貨
一
圓
に
付
哺
萬
馬
克
以
上
の
相
場
を
現
禺
す
る
に
至
つ

た
。
然
し
昨
年
中
に
於
け
る
潟
克
の
暴
落
は
本
年
初
頭
の
暴
落
よ
墾
も
程
度
が
比
較
的
激
し

か
つ
セ
爲
め
一
層
入
の
浬
意
を
惹
い
π
。
即
ち
濁
貨
は
昨
年
七
月
上
旬
に
は
米
貨
一
弗
に
勤

し
て
筒
ほ
四
百
七
十
馬
克
の
相
揚
を
維
持
し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
が
、
入
九
十
の
三
ヶ
月
中
に

左
衷
に
示
す
が
如
く
慣
僅
の
十
分
の
九
を
失
つ
た
の
で
あ
る
。

第第第第第
一二三四五

週週週週週

七
月

四
七
〇

四
六
五

四
八
六

五
三
二

八
月

七
四
五

入
〇
二

一
〇
五
五

一
五
入
九

幽
四
六
六

九
月

一
三
七
一

一
五
二
二

一
四
三
七

一
五
七
八

四三二ニ
ニ三六〇十
入O入六
八三一二月

　
斯
く
の
如
く
千
九
百
二
十
二
年
の
夏
よ
り
秋
に
掛
け
て
馬
克
が
激
落
し
た
こ
ε
に
就
き
て

は
、
外
國
人
間
に
濁
蓮
が
故
慧
に
馬
克
を
暴
落
せ
し
め
た
の
で
は
無
い
か
、
少
く
ピ
も
伯
林
政
府

が
爲
替
相
揚
の
安
定
に
封
し
て
冷
淡
な
る
態
度
を
探
）
共
の
成
行
に
任
せ
て
ゐ
る
の
で
は
無



い
か
ε
の
疑
念
を
懐
く
者
が
あ
つ
ね
。
馬
克
相
揚
に
闘
す
る
濁
逸
政
府
の
誠
意
が
疑
は
蜘
た

こ
ε
は
理
由
が
無
い
で
も
な
か
つ
た
。
そ
は
外
で
も
無
い
。
千
九
百
二
十
一
年
の
五
月
に
決

定
さ
れ
た
賠
償
金
支
擁
の
方
法
に
擦
れ
ぱ
．
猫
逸
は
毎
年
二
十
億
金
貨
馬
克
の
定
纏
ビ
同
國
貨

物
轍
出
総
額
の
二
割
六
分
に
租
當
ず
る
金
額
ε
を
聯
合
國
に
支
擁
ふ
可
き
で
あ
つ
た
。
爾
逸

の
貨
物
轍
出
額
は
其
當
時
一
ヶ
年
五
六
十
億
金
貨
馬
克
に
見
檀
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

賠
償
年
賦
金
は
合
計
大
約
三
十
五
億
金
貨
馬
克
に
上
る
筈
で
あ
る
。
而
し
て
猫
違
は
千
九
百

二
十
一
年
中
は
規
定
通
鼻
に
賠
償
金
を
支
彿
つ
た
の
で
あ
る
が
、
千
九
百
二
十
二
年
に
封
し
て

は
支
梯
不
能
を
申
立
て
た
爲
め
に
、
聯
合
國
は
濁
趣
が
同
年
中
に
支
彿
ふ
可
き
賠
償
金
を
ぱ
現

金
に
て
七
億
二
千
萬
金
貨
栂
克
、
物
資
に
て
十
四
億
五
千
萬
金
貨
馬
克
に
減
額
し
た
。
此
の
中
物

納
に
付
き
て
は
咋
年
中
は
特
に
面
倒
な
る
問
題
が
起
ら
無
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
金
納
に
封
し

て
は
獅
逸
は
其
義
務
の
全
部
を
履
行
し
無
か
つ
た
の
で
め
る
。
現
金
に
て
支
擁
は
る
可
き
償

金
は
月
賦
に
て
納
む
る
筈
で
あ
つ
て
．
濁
逸
は
七
月
分
ま
で
は
支
沸
つ
泥
が
、
入
月
よ
う
十
二
月

分
裂
で
に
封
し
て
は
再
び
猶
豫
を
求
め
て
支
梯
の
延
期
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
然
る
に

艶
現
金
沸
償
金
の
支
沸
が
延
期
さ
れ
た
最
初
の
月
、
即
ち
入
月
よ
り
馬
克
相
場
は
潮
つ
て
急
激

　
　
　
　
轟
露
凝
揚
の
聲
定
に
慶
ナ
る
醸
廉
委
長
奮
の
提
案
々
詳
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
罵
党
粗
場
の
礎
定
に
閥
寸
る
關
騰
奨
舞
禽
の
穐
案
か
詐
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

に
暴
落
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
濁
逸
の
政
府
叉
は
實
業
家
が
實
際
故
意
に
馬
克

を
惨
落
せ
し
め
た
か
否
や
ε
云
ふ
こ
と
は
別
問
題
ε
し
て
、
凋
逸
官
民
の
誠
意
が
疑
は
れ
た
の

は
無
理
も
無
い
。

　
亭
情
◎
が
斯
く
の
癒
）
で
あ
つ
た
か
ら
、
濁
逸
政
府
も
傍
湖
し
て
ゐ
る
の
は
不
得
策
で
あ
る
と

考
へ
た
忙
相
違
無
い
。
少
く
と
も
濁
逸
は
何
等
か
の
手
段
を
講
じ
て
政
府
が
決
し
て
馬
克
の

姜
定
を
等
閑
に
附
し
て
ゐ
る
の
で
は
無
い
と
言
ふ
こ
ピ
を
外
國
に
劉
し
て
謹
明
す
る
必
要
が

あ
つ
髭
。
此
手
段
ピ
し
て
伯
林
政
府
が
逡
ん
だ
の
は
外
國
の
審
門
家
に
依
囑
し
て
馬
克
相
揚

の
安
定
策
を
講
究
せ
し
む
る
こ
ε
で
あ
る
。
　
即
ち
同
政
府
は
米
國
、
英
國
、
露
國
、
瑞
西
、
和
蘭
及
ぴ

瑞
典
の
経
濟
學
者
及
び
銀
行
家
合
計
七
名
を
伯
林
に
招
致
し
て
馬
克
安
定
の
方
策
を
研
究
せ

し
め
た
の
で
あ
る
。

　
外
國
の
專
門
家
の
委
員
が
馬
克
相
揚
の
安
定
に
就
き
て
研
究
し
π
の
は
是
れ
が
始
め
で
は

無
い
。
ブ
ラ
ツ
セ
ル
及
び
ゼ
ノ
ァ
等
に
於
て
諸
外
國
の
専
門
家
が
此
問
題
を
議
し
セ
こ
と
が

あ
る
。
然
し
此
等
の
會
議
は
聯
合
國
の
招
集
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
猫
逸
自
身
が
馬
克
の
安
定

に
就
き
て
國
際
委
員
會
を
開
き
た
る
は
右
の
伯
林
會
畿
が
始
め
で
あ
る
。
叉
、
或
る
國
が
其
國



の
重
要
問
題
を
討
議
せ
し
む
る
爲
め
に
國
際
委
員
會
を
招
集
し
た
る
先
例
が
あ
る
。
米
國
は

曾
て
パ
ナ
マ
蓮
河
の
開
襲
を
決
定
す
る
前
に
土
木
技
師
の
國
際
委
員
會
を
開
催
し
た
こ
と
が

あ
る
。
　
然
し
な
が
ら
、
此
委
員
會
に
は
米
國
の
技
頗
も
加
つ
陀
の
で
あ
つ
ね
。
　
然
る
に
伯
林
の

馬
克
安
定
委
員
會
に
は
狽
趣
政
府
の
當
局
者
並
に
同
國
の
專
門
家
が
出
席
し
て
意
見
を
開
陳

し
た
が
、
狗
逸
人
は
一
人
も
委
員
ε
し
て
は
會
議
に
参
加
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
支
那
に
於

て
外
國
の
顧
問
が
同
國
の
諸
種
重
要
問
題
に
就
き
て
審
議
し
．
邊
羅
が
外
國
の
法
律
家
會
議
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

法
典
の
調
査
を
依
郷
し
た
こ
ε
は
あ
る
が
、
欧
洲
の
一
大
強
國
が
自
國
の
通
貨
問
題
に
關
し
て

外
國
の
専
門
家
の
み
に
研
究
を
委
ね
た
る
は
此
同
の
伯
林
會
議
が
始
め
て
讐
あ
る
。

　
荷
ほ
此
國
際
委
員
が
伯
林
に
招
集
さ
れ
た
の
は
恰
度
賠
償
委
員
が
濁
逸
の
脛
濟
財
政
事
情

を
實
地
に
就
き
て
調
査
す
る
爲
め
に
同
委
員
會
の
常
設
地
で
あ
る
巴
里
よ
り
濁
逸
の
首
府
に

乗
込
ん
で
楽
て
同
國
政
府
の
當
局
者
ε
會
商
し
つ
、
あ
る
際
で
あ
つ
た
。
伯
林
政
府
が
故
ら

に
賠
償
委
員
會
の
滞
在
中
に
國
際
委
員
を
招
聴
し
て
同
會
の
委
員
に
好
威
を
與
へ
ん
ε
欲
し

禿
か
否
か
は
別
問
題
と
し
て
．
此
爾
委
員
會
が
同
時
に
伯
林
に
開
か
れ
る
こ
ε
が
狽
逸
に
取
う

て
不
利
で
無
い
ε
看
倣
し
た
に
相
違
な
い
ピ
思
は
れ
る
。

　
　
　
馬
克
相
繕
の
蜜
定
に
魔
す
ろ
閥
際
委
員
曾
の
堤
案
あ
評
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
轟
克
根
嚇
の
繋
定
に
繋
す
る
図
際
委
檎
禽
の
提
案
な
評
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

　
　
　
　
　
二
、
　
國
際
委
員
の
顔
濁

　
馬
克
相
揚
の
安
定
策
を
討
議
す
る
爲
め
に
伯
林
政
府
よ
り
招
聰
せ
ら
れ
た
る
歓
米
専
門
家

の
國
籍
並
に
氏
名
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

露和米瑞瑞同英
國蘭國西典　國

プ
ラ
ン
ド
氏

キ
書
ソ
ス
敏
授

カ
ツ
セ
ル
教
授

デ
チ
ア
氏

夢
エ
ン
ク
ス
激
授

フ
イ
セ
リ
ン
グ
氏

カ
メ
ン
カ
氏

（
劉
禺
・
目
黄
民
）

（
ギ
o
隷
駒
。
。
。
R
｝
●
竃
。
民
o
峯
8
》

免
δ
瀞
鴇
o
『
O
●
O
甥
認
ご

（
U
＆
o
幽
肋
》

窃
『
0
8
鴇
o
『
》
｝
窪
一
（
呂

（
≦
鴇
辞
ぎ
σ
q
》

｛
南
・
国
騨
e
o
纂
釦
）

　
此
の
七
名
の
外
國
委
員
中
プ
ラ
ソ
ド
氏
は
倫
敦
の
ラ
ザ
蓄
ド
兄
弟
商
會
の
肚
員
で
あ
つ
て
、

ゼ
ノ
ア
會
議
中
財
政
委
目
會
に
於
け
る
英
國
の
一
代
褒
者
で
め
つ
セ
。
次
に
同
じ
，
く
英
國
の

キ
ー
ン
ス
致
授
は
巴
里
嬬
和
會
犠
に
て
政
府
顧
問
ε
し
て
英
國
の
委
員
を
助
け
た
が
、
濁
趣
に



課
せ
ら
れ
ん
ε
し
て
ゐ
た
嬬
和
條
件
が
酷
に
失
す
る
ご
の
意
見
が
容
れ
ら
れ
無
か
つ
泥
の
で

會
議
絡
了
前
に
欝
職
し
．
其
後
薯
蓮
並
に
論
文
に
て
自
己
の
主
張
を
登
表
し
來
つ
た
人
で
あ
る
。

同
氏
は
ケ
ソ
プ
ン
ッ
ヂ
大
學
の
経
濟
學
敢
授
で
あ
つ
で
、
金
融
事
情
の
研
究
者
ε
し
て
夙
に
名
を

成
せ
る
入
で
且
つ
濁
逸
の
償
金
問
題
を
研
究
せ
る
欧
洲
人
中
最
も
有
名
な
る
學
者
で
あ
る
。

同
時
k
氏
は
英
國
に
於
け
る
親
鴉
派
の
代
表
者
ε
し
て
目
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
カ
ツ
セ
ル
氏
鳳
ス
ト
．
ク
ホ
〃
ム
大
學
の
経
濟
學
致
授
で
、
瑞
典
の
最
も
有
名
な
る
麗
濟
學
者

で
あ
る
、
氏
臓
欧
洲
の
蓮
貨
問
題
に
精
通
せ
る
人
で
あ
0
て
、
國
際
聯
盟
よ
り
激
同
戦
後
の
通

貨
並
に
爲
替
問
題
に
關
し
て
意
見
を
徴
さ
れ
た
こ
ご
が
あ
る
。
デ
ュ
プ
ア
氏
は
瑞
西
の
銀
行
協

會
の
ゴ
會
長
で
あ
つ
て
、
氏
も
亦
ゼ
ノ
ァ
會
議
に
列
し
た
人
で
あ
る
。
叉
ジ
エ
ソ
ク
溶
氏
は
米
國

紐
育
市
に
在
る
紐
育
大
學
の
殺
授
で
あ
つ
て
、
米
國
學
界
の
一
長
老
で
あ
る
。
民
は
曾
て
．
支
那

政
府
よ
り
顧
問
ε
し
て
招
聰
せ
ら
軸
た
こ
と
が
あ
つ
た
闘
係
等
よ
り
し
宅
外
國
に
て
は
相
當

に
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
次
に
フ
イ
セ
リ
ン
グ
氏
は
和
蘭
中
央
銀
行
の
鰭
裁
で
あ
つ
て
．
金
融
問
題

に
關
す
る
一
國
際
的
穰
威
で
あ
る
。
最
後
に
カ
メ
ン
カ
氏
は
ア
ゾ
フ
。
ド
ン
銀
行
の
頭
取
で
あ

つ
て
、
且
つ
働
國
の
北
陸
銀
行
其
地
の
重
役
を
兼
ね
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
謁
克
籾
鏡
の
蜜
定
に
臨
す
る
國
際
委
員
禽
の
提
案
撫
評
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



属
克
相
場
の
安
定
に
蘭
す
る
剛
隙
委
員
愈
の
提
案
か
詳
す

一
冗

　
　
　
　
　
三
、
會
議
の
経
過

　
七
名
の
國
際
委
員
の
中
カ
メ
ソ
カ
氏
は
十
月
中
に
伯
林
滞
在
中
で
あ
つ
た
か
ら
、
猫
逸
政
府

は
直
接
同
氏
に
交
渉
し
泥
が
、
他
の
六
名
．
即
ち
莫
國
の
ブ
ラ
ン
ド
氏
並
に
キ
ー
ン
ス
教
授
、
瑞
典

の
亀
セ
ル
敏
授
、
瑞
西
の
デ
晶
プ
ァ
氏
、
米
國
の
ジ
エ
ン
ク
ス
敏
授
膏
時
瑛
京
維
也
靹
滞
在
中
及
び

和
蘭
の
フ
イ
セ
リ
ソ
グ
氏
に
封
し
て
は
昨
年
十
月
十
六
日
に
餐
當
該
國
の
濁
逸
大
使
館
叉
は

公
使
館
を
題
じ
て
招
聴
し
た
の
で
あ
る
。
此
交
渉
を
受
け
だ
七
名
は
全
部
快
諾
し
た
の
で
、
十

一
月
二
日
に
委
員
會
の
最
初
の
會
合
を
催
す
こ
ε
に
定
め
た
。
然
る
に
デ
タ
ア
、
カ
メ
ソ
カ
及

び
フ
イ
セ
，
ン
グ
の
三
氏
は
同
日
前
既
に
伯
林
に
居
つ
た
の
で
開
會
期
日
前
に
非
公
式
に
濁

迦
の
専
門
家
ε
會
見
を
試
み
た
が
、
正
式
の
登
會
は
矢
張
勢
豫
定
遍
う
十
一
月
二
日
に
行
は
れ

た
。
同
日
は
猫
逸
の
総
理
大
臣
ヴ
ィ
ル
ト
氏
自
身
會
議
に
臨
み
て
左
の
如
く
一
揚
の
演
説
を
試

み
た
。

　
　
『
濁
逸
政
府
が
招
請
し
た
る
方
々
が
一
人
も
獲
ら
す
快
諾
さ
れ
て
為
出
下
つ
た
こ
と
は
濁

　
逸
通
貨
の
安
定
問
題
に
就
き
て
外
國
専
門
家
諸
氏
の
御
意
見
を
伺
ふ
こ
ε
に
定
め
た
の
が



當
を
得
て
居
つ
た
こ
と
を
鐙
明
す
る
も
の
だ
ε
思
ひ
2
す
。
勿
論
吾
々
自
身
も
如
何
に
し

た
な
ら
ぱ
馬
克
を
安
定
せ
し
む
る
を
得
る
か
に
就
き
腰
し
て
は
充
分
に
調
査
し
た
の
で
あ

）
設
し
て
、
殊
に
馬
克
が
盆
々
暴
落
し
濁
逸
の
み
な
ら
す
濁
逸
ε
商
業
上
の
取
引
を
爲
さ
ね

ぱ
な
ら
無
い
諸
外
國
の
経
濟
に
封
し
て
愈
々
多
大
の
打
盤
を
典
ふ
る
に
從
ひ
て
一
層
愼
重

に
其
研
究
を
行
つ
π
の
で
あ
う
ま
す
。

　
此
問
題
に
付
き
2
し
て
は
濁
趣
に
は
衣
の
嫌
な
意
見
を
有
つ
て
居
る
者
も
あ
る
の
で
あ

う
ま
す
。
　
即
ち
二
個
の
條
件
が
満
た
さ
れ
る
か
、
或
は
少
く
ε
も
近
き
將
寒
に
於
て
此
條
件

が
満
さ
れ
無
い
以
上
は
、
馬
克
を
安
定
せ
ん
ζ
す
る
の
試
み
は
失
敗
に
絡
つ
て
何
等
永
久
的

の
効
果
を
齎
ら
さ
無
い
で
あ
ら
う
ε
云
ふ
の
で
あ
）
ま
す
。
此
二
個
の
條
件
と
串
す
の
は

國
庫
歳
出
入
の
均
衡
ビ
封
外
的
受
入
勘
定
と
支
彿
勘
定
の
李
衡
ε
で
あ
う
ま
す
。
　
目
下
の

如
く
貨
物
の
轍
入
が
薯
し
く
鍮
出
に
超
過
す
る
の
み
な
ら
す
、
此
支
携
勘
定
の
超
過
以
外
に

種
々
の
原
因
か
ら
し
て
弛
に
支
彿
勘
定
が
生
じ
盆
々
其
超
過
額
が
塘
加
し
て
ゐ
る
限
）
、
馬

克
安
定
の
試
み
は
禽
早
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
り
2
す
。
然
し
な
が
ら
不
幸
に
し
て
此
雨

條
件
を
瀟
た
す
に
は
先
づ
馬
克
の
相
場
を
安
定
せ
し
む
る
こ
ε
を
重
要
な
る
一
前
提
ε
し

　
　
馬
克
韻
嚇
の
繋
定
に
編
丁
る
国
際
委
亘
會
の
提
案
毒
詐
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
篤
寛
相
揚
の
舞
定
に
竃
寸
る
國
際
委
員
曾
の
提
案
撫
蒔
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
の
如
く
原
因
と
結
果
ε
が
相
錯
綜
し
て
居
り
ま
す
が
爲
め
に
、

一
刀
雨
断
の
策
を
探
り
て
．
永
久
的
で
無
く
ε
も
假
勢
に
一
時
的
に
先
づ
馬
党
相
場
を
一
定

せ
し
め
夫
れ
以
下
に
低
落
す
る
こ
ε
を
防
ぐ
可
し
と
唱
へ
る
者
を
生
す
る
に
至
つ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
　
此
馬
克
の
安
定
は
急
速
に
漸
行
す
る
必
要
が
あ
る
、
何
故
ピ
な
れ
ぱ
、
若
し
目

下
の
馬
克
暴
落
を
其
の
成
行
に
任
か
せ
て
置
け
ぱ
、
濁
逸
の
國
民
経
濟
は
全
然
崩
壊
し
て
絡

ふ
に
相
違
無
い
ε
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
　
夫
れ
が
爲
め
に
馬
克
相
揚
の
安
定
は
濁
逸
政
府

の
麗
濟
政
策
の
核
心
ε
な
つ
た
の
で
あ
）
ま
す
。

　
斯
く
の
如
き
事
情
で
あ
）
ま
す
の
で
．
鴉
蓮
政
府
は
外
國
が
如
何
に
此
問
題
を
観
て
ゐ
る

か
を
知
塾
度
い
と
云
ふ
希
望
を
有
す
る
に
至
ら
ま
し
た
の
で
、
鼓
に
轟
門
家
諸
氏
の
御
來
伯

を
煩
は
し
泥
次
第
で
あ
り
設
す
。
　
ゼ
ノ
ア
會
議
殊
に
尊
門
家
の
委
員
會
は
銑
に
此
問
題
を

綿
密
に
研
究
し
立
涙
な
憲
見
を
駿
表
せ
ら
れ
て
居
ら
れ
ま
す
が
、
興
の
中
の
一
節
丈
け
を
鼓

に
引
用
す
れ
ぱ
足
9
る
と
思
ふ
の
で
あ
う
ま
す
。
即
ち
専
門
球
委
員
會
は
次
の
如
き
意
見

を
公
表
さ
れ
彪
の
で
あ
り
ま
す
。

　
朔
若
し
或
國
の
野
外
債
務
が
其
國
の
支
沸
能
力
に
超
過
し
且
っ
其
國
が
外
債
を
募
集
す



　
る
こ
と
能
は
す
ピ
す
れ
ぱ
、
封
外
債
務
を
履
行
せ
ん
ε
す
る
努
力
は
諸
外
國
の
市
場
を
撮

　
飢
す
る
の
み
な
ら
す
、
債
務
國
の
通
貨
を
盆
々
低
落
せ
し
め
、
爲
替
相
揚
の
安
定
に
封
し
て

　
何
等
か
の
方
策
を
講
ず
る
こ
ε
を
全
然
不
可
能
な
ら
し
む
る
に
相
違
な
い
。
b

　
此
意
見
は
或
る
特
定
の
國
の
事
情
に
關
し
て
輿
へ
ら
れ
彪
も
の
で
な
く
し
て
何
れ
の
國

に
封
し
て
も
適
用
さ
る
可
き
も
の
ε
し
て
登
表
ぜ
ら
れ
た
の
で
め
う
ま
す
。
然
し
今
や
濁

逸
が
論
題
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
ゆ
ま
す
か
ら
．
諸
・
君
が
濁
逸
の
爲
替
に
勢
す
る
關
係
上
よ

｝
此
問
題
を
研
究
さ
れ
て
次
の
諸
鮎
に
關
す
る
御
意
見
を
御
提
示
に
な
ら
ん
こ
ε
を
切
望

致
す
次
第
で
あ
り
設
す
。

　
一
、
　
現
在
の
事
情
の
下
に
於
て
馬
克
を
安
定
せ
し
む
る
こ
ピ
を
得
る
や
。

　
二
、
若
し
不
可
能
で
あ
墾
ご
す
る
な
ら
ぱ
、
轟
克
安
定
の
爲
め
に
は
如
何
な
る
條
件
が
先

　
　
づ
浦
さ
る
、
こ
ビ
を
必
要
ε
す
る
や
。

　
三
、
此
の
條
仲
が
満
さ
る
、
や
否
や
馬
克
安
定
に
掛
し
て
如
何
な
る
手
段
を
探
る
可
き

　
　
か
。

　
是
れ
が
即
ち
猫
趣
政
府
の
解
決
し
て
頂
き
度
い
ご
考
へ
て
ゐ
る
問
題
で
め
勢
設
す
．
そ

　
　
　
潟
克
相
場
の
繋
定
に
關
で
ろ
國
瞭
委
員
曾
の
提
案
を
評
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
輔



　
　
　
馬
克
柑
勘
の
安
定
に
隔
す
る
園
際
委
魚
曾
の
提
案
を
評
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
違
二

　
し
て
之
に
關
す
る
御
調
査
及
び
御
協
議
は
諸
君
の
御
瞭
慧
短
り
に
途
げ
て
頂
き
た
い
。

　
叉
、
外
交
『
上
の
利
害
關
係
を
離
れ
て
且
つ
諸
君
の
國
籍
叉
は
諸
齎
の
代
表
せ
ら
る
、
事
業
界

　
の
爲
め
に
拘
束
せ
ら
る
、
こ
ε
な
く
、
全
く
濁
立
濁
歩
の
個
人
ε
し
て
の
御
意
見
を
穽
聴
致

　
し
泥
い
の
で
あ
勢
ま
す
。
　
從
つ
て
會
議
は
諸
君
丈
け
で
開
き
て
頂
い
た
の
で
あ
）
設
す
が
、

　
若
し
御
制
断
に
封
す
る
正
確
な
る
根
底
を
得
ん
が
爲
め
に
、
種
々
の
事
惜
、
例
へ
ぱ
濁
遊
の
歳

　
計
豫
算
、
輸
出
入
の
關
係
、
封
外
的
支
彿
及
ぴ
受
入
勘
定
等
に
就
き
て
特
に
確
め
た
い
と
思
は

　
　
　
　
　
ハ

　
れ
る
こ
ε
が
あ
る
な
ら
ぱ
、
諸
官
省
又
は
學
界
及
び
實
業
界
の
導
門
家
の
意
見
を
求
め
て
頂

　
き
た
い
の
で
あ
う
ま
す
。
』

　
以
上
濁
逸
の
首
相
ザ
イ
ル
ト
氏
の
述
ぺ
た
所
に
從
ひ
て
國
際
委
員
會
は
全
然
濁
逸
の
專
門

家
を
交
へ
す
に
組
織
し
、
和
蘭
銀
行
の
総
裁
フ
イ
セ
リ
ン
グ
氏
を
曾
長
に
互
選
し
．
十
一
月
二
日

よ
り
入
日
迄
一
週
問
會
議
を
績
行
し
た
。
共
の
問
に
十
激
名
の
政
府
當
局
者
並
に
實
業
家
を

招
致
し
て
意
見
を
徴
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
國
際
委
員
の
一
部
分
は
七
日
に
伯
林
を
去
ら

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
つ
た
に
も
拘
ら
す
．
其
時
ま
で
に
委
員
の
全
部
が
同
意
せ
る
意
見
書
を
作

蚤
こ
ε
が
不
可
糖
で
あ
つ
虎
か
ら
丙
容
の
異
な
れ
る
意
見
書
を
二
通
作
う
、
一
通
は
プ
ラ
ン
ド
、



カ
，
セ
〃
、
ジ
呂
ン
ク
ス
及
び
キ
ー
シ
ス
の
四
氏
之
に
署
名
し
、
他
の
嗣
通
に
は
フ
イ
セ
ソ
ン
グ
．
ヂ
ふ

プ
ァ
及
ぴ
カ
メ
ソ
カ
の
三
氏
之
に
署
名
し
た
。
本
稿
に
て
は
前
者
を
第
一
意
見
書
ε
名
け
．
後

者
を
第
二
意
見
書
ε
欝
す
る
こ
巴
に
定
め
る
。
此
雨
意
見
書
が
猫
逸
政
府
に
提
出
せ
ら
れ
た

後
、
國
際
委
員
會
は
九
日
に
首
相
が
出
席
し
て
閉
會
の
欝
を
蓮
ぺ
て
正
式
に
絡
了
を
告
げ
た
。

四
、
第
一
意
見
書

　
國
際
委
員
中
の
プ
ラ
ソ
ド
、
カ
．
セ
ル
、
夢
エ
ン
ク
ス
及
び
キ
豊
ン
ス
の
四
氏
の
署
名
せ
る
第
一

意
見
書
は
全
都
莫
文
に
て
認
め
π
箇
條
書
に
な
つ
て
ゐ
る
。
全
篇
は
｛
ご
及
斐
二
）
に
分
割
し
て

あ
つ
て
、
各
其
の
大
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
ご
馬
克
の
安
定
に
就
き
て

　
一
、
濁
逸
の
馬
克
を
急
速
に
安
定
せ
し
U
る
は
非
常
に
必
要
な
こ
ピ
で
あ
つ
て
．
濁
逸
を
破

　
　
滅
の
脅
威
よ
）
救
ふ
一
重
要
條
件
．
で
あ
る
。
馬
克
の
安
定
は
獅
逸
の
債
櫨
國
に
劉
し
て

　
　
も
亦
必
要
で
あ
る
。
債
橿
國
が
下
文
に
指
示
せ
る
諸
銑
を
譲
歩
す
れ
ば
、
馬
克
の
安
定
は

　
　
出
來
る
。
然
し
其
安
定
は
主
ε
し
て
濁
趣
自
身
の
努
力
及
び
資
力
ε
政
府
の
断
乎
た
る

　
　
　
馬
克
相
場
の
甕
定
に
蘭
丁
る
國
際
委
負
禽
の
提
案
な
評
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



　
　
馬
寛
相
場
の
繋
髭
に
臨
す
る
圃
際
委
段
禽
の
提
案
な
静
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
四

　
決
心
ε
に
依
り
て
行
は
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
此
際
外
國
の
援
助
を
主
た
る
基
礎
と
し
て
馬

　
克
を
安
定
せ
し
め
ん
ε
す
る
は
徒
勢
に
鵬
≦
る
。

二
、
　
現
在
の
状
態
の
下
に
於
て
馬
克
を
安
定
せ
し
む
る
こ
ε
を
得
る
や
と
の
質
問
に
野
し

　
て
は
、
我
々
は
『
否
』
ε
答
へ
る
。
共
安
定
不
可
能
の
一
原
困
は
園
内
の
事
惜
．
殊
に
職
時
中
並

　
に
載
後
に
於
て
狽
逸
政
府
の
探
）
泥
る
財
政
々
策
の
結
果
で
あ
つ
て
、
第
二
の
原
因
は
封

　
外
國
關
係
、
殊
に
べ
〃
サ
イ
ユ
條
約
の
課
し
泥
る
負
櫓
に
外
な
ら
な
い
、

三
、
　
狗
逸
が
ペ
ル
サ
イ
ユ
條
約
に
基
く
劃
外
債
務
の
履
行
を
戴
期
閲
猶
豫
さ
れ
な
い
限
り
、

　
馬
克
を
安
定
せ
ん
ピ
す
る
企
て
は
総
て
失
敗
に
終
る
で
あ
ら
う
。
債
務
の
履
行
は
通
貨

　
を
更
k
膨
脹
せ
し
め
す
し
て
、
國
庫
の
剰
蝕
金
を
以
て
實
行
し
得
る
設
で
開
始
し
て
は
な

　
ら
の
。
此
猶
豫
期
問
は
少
く
と
も
ニ
ケ
年
に
定
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
ピ
思
ム
。
此
支
彿

　
廼
期
は
金
納
の
み
塗
ら
す
物
納
に
も
適
用
さ
る
可
き
で
あ
る
。

四
、
馬
克
安
定
の
計
鍛
は
、
償
金
問
題
が
濁
進
の
實
行
可
能
を
日
標
と
し
て
遽
か
に
解
決
せ

　
ら
る
、
ま
で
は
、
総
て
一
時
的
効
力
を
有
す
る
に
過
ぎ
無
い
と
看
徹
さ
な
け
れ
ば
弘
ら
ぬ

　
然
し
な
が
ら
．
縫
合
暫
時
ε
錐
も
成
行
に
任
せ
る
の
は
危
険
で
あ
る
か
ら
．
必
要
の
場
合
」



五
．

六
、

は
償
金
問
題
の
断
定
的
解
決
以
前
に
て
も
馬
克
の
安
定
を
就
む
可
き
で
あ
る
ピ
思
ふ
。

　
馬
克
安
定
策
の
効
果
は
外
債
よ
）
は
寧
ろ
濁
逸
國
内
に
於
け
る
産
業
の
復
活
並
に
財

政
の
改
善
と
償
金
問
題
の
近
き
將
來
に
於
け
る
解
淡
ピ
に
依
つ
て
始
め
て
生
じ
得
る
も

の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
國
際
金
融
團
の
援
助
を
得
る
こ
と
も
醐
逸
の
信
用
を
高
の
る

上
に
於
て
大
な
る
効
果
が
あ
ら
う
嘘
患
は
れ
る
。
而
か
も
我
々
は
、
償
金
問
題
が
合
理
的

に
解
決
さ
れ
る
ま
で
は
、
國
際
金
融
團
よ
り
少
規
模
の
融
通
を
受
け
得
る
に
過
ぎ
な
い
こ

と
を
明
か
に
し
て
置
き
ね
い
。
償
金
支
沸
の
猶
豫
期
問
が
絡
つ
た
時
に
於
け
る
状
態
に

就
き
て
保
謹
が
奥
へ
あ
れ
無
い
限
う
、
外
國
よ
血
多
額
の
借
入
を
爲
す
こ
ピ
は
不
可
能
で

あ
る
。

　
馬
克
の
安
定
は
結
局
國
庫
牧
入
の
．
季
衡
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
馬
克

を
安
定
せ
し
む
る
こ
ピ
が
夫
れ
自
身
裁
出
入
均
衡
の
一
必
要
條
件
で
あ
る
。
濁
趣
大
藏

省
の
當
局
者
よ
り
聴
取
し
た
る
厨
に
擦
れ
ぱ
、
者
し
馬
克
が
安
定
さ
れ
且
つ
E
額
に
上
る

現
在
の
臨
時
歳
出
が
除
か
れ
る
ε
す
れ
ぱ
、
日
な
ら
す
し
て
國
庫
の
牧
支
を
季
均
せ
し
む

る
こ
ピ
が
出
家
る
ε
の
こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
此
意
見
の
正
確
な
る
こ
ε
を
疑
ふ
理
由

　
謁
克
相
湯
の
安
定
に
關
す
ろ
麟
際
委
員
會
の
提
案
か
評
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菖
謎



　
　
　
馬
克
相
場
の
安
定
に
關
す
る
蹴
麟
委
量
曾
の
提
案
を
詳
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菖
穴

　
を
見
な
い
。

　
　
政
府
の
経
費
を
極
度
に
節
約
し
且
つ
税
法
を
出
來
碍
る
限
勤
鷹
行
す
る
こ
ξ
を
絶
劉

　
に
必
婆
ピ
す
る
。
官
業
の
鑛
張
費
は
損
盆
勘
定
に
組
入
れ
す
し
て
長
期
の
内
國
債
を
以

　
て
支
辮
す
可
き
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
短
期
借
入
の
増
加
を
絶
劃
に
禁
止
す
る
必
要
も

　
な
け
れ
ぱ
、
叉
禁
止
す
る
こ
ε
竜
出
楽
な
い
。
馬
克
が
安
定
し
さ
へ
す
れ
ぱ
．
暫
く
の
問
は

　
一
時
的
の
訣
損
を
補
ム
丈
け
の
短
期
借
入
を
許
す
も
差
支
あ
る
ま
い
。

七、

　
我
々
は
大
規
模
の
外
債
を
寡
集
せ
す
し
て
馬
克
を
安
定
せ
し
む
る
こ
と
に
封
す
る
反

　
封
意
見
が
楡
入
超
過
に
關
す
る
悲
観
的
噺
定
に
基
い
て
ゐ
る
こ
ピ
を
駿
見
し
沈
．
然
し

　
な
が
ら
、
目
下
の
瓶
態
で
は
統
計
的
に
正
確
な
る
判
断
を
下
す
の
材
料
を
饒
い
て
ゐ
る
。

　
我
々
に
薮
々
の
統
謙
が
提
示
せ
ら
れ
た
が
、
我
々
は
此
等
の
統
計
が
信
愚
す
る
に
足
る
も

　
の
で
あ
る
か
否
や
に
就
き
て
疑
問
を
有
し
て
ゐ
る
。
濁
逸
の
輸
入
超
過
は
實
際
左
程
多

　
額
に
上
っ
て
ゐ
な
い
。
從
つ
て
楡
出
入
の
關
係
は
馬
克
安
定
の
一
大
障
碍
物
で
あ
る
ε

　
は
思
へ
な
い
。

　
　
然
し
な
が
ら
、
馬
克
安
定
策
の
實
行
を
危
く
せ
し
め
ざ
る
爲
め
に
、
奢
修
品
に
楡
入
税
を



　
傑
す
畜
自
由
と
自
國
の
翰
出
に
封
し
て
最
恵
國
の
待
遇
を
要
求
す
る
の
権
利
と
を
濁
逸

　
に
返
し
奥
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
馬
克
が
安
定
さ
れ
、
諸
外
國
の
市
場
に
於
け
る
濁
逸
の
競
孚

　
が
盆
々
李
調
的
に
な
れ
ぱ
、
他
國
も
目
下
濁
逸
に
封
し
て
加
へ
つ
、
あ
る
制
裁
を
解
く
に

　
客
な
ら
ざ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。

入
、
鐵
上
の
事
情
を
根
擦
ピ
し
て
我
々
の
提
示
す
る
條
件
が
容
れ
ら
る
れ
ぱ
、
馬
克
の
相
揚

　
は
凋
逸
自
身
の
努
力
に
依
勢
て
安
定
せ
し
め
得
る
も
の
で
あ
る
ピ
断
定
す
る
。
否
な
夫

　
れ
の
み
に
止
ら
な
い
。
一
＝
二
の
必
要
條
伴
が
既
に
存
在
し
て
ゐ
る
。
此
二
三
の
條
件
ε

　
は
例
へ
ぱ
多
額
の
正
貨
準
備
．
金
融
の
遙
迫
、
馬
克
相
揚
の
低
落
摩
ピ
通
貨
膨
脹
並
に
物
債

　
騰
貴
李
ε
の
開
き
等
で
あ
つ
て
、
此
等
の
事
情
は
爲
替
相
揚
の
調
節
を
異
常
に
易
く
な
す

　
も
の
で
あ
る
。
　
一
弗
に
付
三
千
五
百
紙
盤
馬
克
の
割
合
を
以
て
換
算
す
れ
ぱ
、
猫
逸
中
央

　
銀
行
の
保
有
せ
る
金
の
値
値
は
流
逼
紙
盤
…
の
便
値
の
約
二
倍
に
相
當
す
る
。
斯
｛
の
如

　
き
継
態
は
未
曾
有
の
こ
と
で
あ
る
。
何
れ
の
國
の
通
貨
も
未
だ
曾
て
斯
く
の
如
き
多
額

　
の
引
換
準
備
を
備
へ
な
が
ら
崩
簸
し
乾
例
が
他
に
な
い
。

九
、
　
馬
克
を
安
定
す
る
に
は
馬
克
の
相
揚
を
低
く
定
め
な
破
れ
ぱ
な
る
裂
ψ
。
尤
も
夫
れ

　
　
　
鳥
克
粗
湯
の
安
定
に
翻
す
ろ
國
際
委
員
曾
の
提
案
か
欝
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筥
七



　
馬
党
粗
場
の
安
定
に
蘭
す
る
団
際
斐
員
曾
の
提
案
撫
語
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

が
目
下
の
相
場
よ
り
も
若
干
高
く
ε
も
差
支
は
な
か
ら
う
－
最
近
馬
克
が
暴
落
し
た
の

は
主
ε
し
て
馬
克
に
封
す
る
信
用
が
地
に
墜
ち
た
爲
め
で
あ
る
か
ら
、
若
し
我
々
の
提
示

し
た
る
手
段
を
探
れ
ぱ
．
直
ら
に
馬
克
の
相
場
は
大
に
侠
復
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
此
意

見
書
起
草
の
際
に
於
け
る
駅
態
二
弗
に
付
七
千
馬
克
》
り
下
に
於
て
は
一
弗
に
付
三
千
乃

至
三
千
五
百
馬
克
の
割
合
に
て
馬
克
を
安
定
せ
し
む
る
を
得
策
と
す
る
ε
思
ふ
。

　
　
（
剛
》
馬
克
安
定
策
の
骨
子

一
、
　
二
ヶ
年
問
ペ
ル
サ
イ
ユ
條
約
に
墓
く
支
彿
の
猶
豫
に
封
す
る
交
換
條
件
と
し
て
、
猫

趣
政
府
は
次
に
掲
ぐ
る
保
謹
を
賠
償
委
員
會
に
與
ふ
可
き
で
め
る
。

　
（
a
》
濁
逸
中
央
銀
行
の
組
織
内
の
一
課
ご
し
て
獅
立
の
爲
替
調
節
委
員
會
を
設
け
．
中

　
　
央
銀
行
は
正
貨
濃
備
の
中
相
當
の
金
額
を
ば
此
萎
糞
會
に
提
供
す
可
き
．
㎞
ε
。

　
（
b
》
此
委
員
曾
の
任
意
に
利
用
し
得
る
皿
貨
準
備
の
有
る
限
今
．
爲
替
委
員
會
は
弗
に

　
　
封
す
る
一
定
の
峯
を
以
て
馬
克
紙
幣
を
購
人
す
可
、
こ
ピ
。
但
し
其
傘
は
此
意
見

　
　
書
の
前
掌
に
略
述
し
た
る
原
則
に
依
り
て
定
む
可
き
こ
と
。

脚
（
c
》
短
期
借
入
金
の
絡
額
は
一
定
金
額
を
超
ゆ
可
か
ら
ざ
る
こ
ε
。
夫
れ
以
上
に
財



　
　
源
を
要
す
る
場
合
に
は
長
期
公
債
を
募
集
す
る
こ
ε
。

　
右
の
條
件
に
封
し
て
は
賠
償
委
員
會
の
許
可
な
く
し
て
何
等
の
麓
更
を
加
へ
ざ
る
こ

　
　
ε
o

　
荷
ほ
爲
替
委
員
會
の
保
管
費
金
に
封
し
て
は
賠
償
委
員
會
も
濁
逸
政
府
も
何
等
の
干

渉
を
加
へ
ざ
る
こ
ε
を
必
要
と
す
る
、

二
、
　
以
上
の
條
件
に
封
し
て
賠
償
委
員
會
の
同
意
を
得
た
な
ら
ぱ
、
次
に
列
翠
せ
る
手
段

を
探
る
可
き
で
あ
る
。

　
（
a
｝
國
際
金
融
團
の
組
織
を
要
請
し
て
其
の
協
力
ε
支
持
ε
を
受
く
る
こ
ε
。

　
（
b
》
相
當
の
構
保
を
提
供
し
て
時
々
此
國
際
金
融
團
よ
り
融
通
を
受
け
、
夫
れ
に
依
り

　
　
て
補
充
し
た
る
爲
替
委
員
會
の
正
貨
準
備
を
引
當
て
に
必
要
に
慮
じ
て
外
國
通
貨

　
　
の
準
傭
金
を
置
く
こ
ε
。

　
（
c
｝
爲
替
取
引
に
封
才
る
制
限
を
全
部
履
止
し
、
爲
替
並
に
外
國
有
贋
謹
券
の
費
買
を

　
　
全
然
自
由
に
す
る
こ
豊
。

三
、
爲
替
委
員
曾
は
釜
爲
替
本
位
制
の
原
則
に
基
き
二
定
の
牽
に
て
講
求
者
の
あ
る
際

　
薦
克
粗
暑
の
甕
定
に
關
て
る
國
際
委
長
食
の
提
案
か
評
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菖
丸



　
馬
克
相
場
の
妥
定
に
繋
寸
る
閥
際
墾
員
曾
の
提
秦
か
詐
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

に
は
外
國
爲
替
を
ぱ
紙
幣
編
克
を
以
て
寅
買
す
可
き
こ
ε
。
此
揚
合
に
は
買
慣
に
封
す

る
費
債
の
上
鞘
は
百
分
の
五
を
超
へ
ざ
る
可
き
こ
ε
。

四
、
　
中
央
銀
行
の
公
定
歩
合
を
引
上
げ
、
馬
克
の
安
定
が
強
圃
に
な
る
ま
で
高
牽
を
維
持

す
る
こ
霊
。
但
し
普
通
の
商
取
引
に
封
し
て
は
確
實
な
る
携
保
の
在
る
限
り
何
等
の
制

限
な
く
し
て
此
峯
を
以
て
割
引
及
ぴ
貸
付
を
行
ふ
可
き
こ
豊
。

五
、
濁
逸
國
民
の
所
有
に
属
す
る
在
外
遊
金
を
ぱ
國
民
の
信
用
を
博
す
る
に
足
る
條
件

を
以
て
出
來
得
る
限
り
、
外
國
通
貨
準
備
金
に
集
中
す
る
爲
め
に
、

　
（
a
》
爲
替
委
員
會
は
外
國
通
貨
、
外
國
銀
行
預
金
等
ε
交
換
に
一
ケ
年
叉
は
ニ
ケ
年
後

　
　
に
償
還
さ
る
可
き
相
當
の
利
子
を
附
し
詑
る
金
貨
公
債
を
ぱ
中
央
銀
行
の
保
調
附

　
　
に
て
登
行
す
る
こ
ε
。

　
（
b
｝
爲
替
委
員
會
は
外
國
爲
替
を
現
物
に
て
買
入
れ
、
谷
共
期
限
に
相
嘗
す
る
憤
格
を

　
　
以
て
先
物
と
し
て
費
却
す
る
こ
ε
。

六
、
　
醐
逸
の
商
取
引
が
李
調
に
復
す
る
に
從
ひ
て
必
要
ザ
な
る
通
貨
の
増
曇
は
次
の
方

法
に
依
る
こ
ε
。



　
　
　
（
a
｝
中
央
銀
行
の
商
業
手
形
割
引
叉
は
商
人
に
封
す
る
貸
付
に
依
う
て
行
ふ
こ
豊
α

　
　
　
（
b
》
爲
替
委
員
蔓
甲
》
外
國
通
貨
の
提
供
に
封
し
て
、
乞
國
庫
孜
支
の
季
衡
を
實
現
せ
し

　
　
　
　
め
得
る
ま
で
の
過
渡
時
代
に
歳
入
の
不
足
を
補
ふ
爲
め
に
新
た
に
駿
行
し
た
る
大

　
　
　
　
臓
省
詮
雰
の
提
供
に
封
し
て
出
來
得
る
限
り
少
額
に
且
つ
六
ヶ
月
を
超
へ
ざ
る
期

　
　
　
　
限
に
て
馬
克
紙
幣
を
登
行
す
る
こ
ε
。

　
以
上
は
國
際
委
員
中
の
四
名
が
提
出
し
乾
る
所
謂
第
一
意
見
書
の
大
要
で
あ
る
が
、
次
に
勉

の
委
員
の
署
名
せ
る
第
二
意
見
書
の
梗
概
を
紹
介
す
る
こ
疹
、
す
る
。

五
、
第
二
慧
見
幽
書

　
フ
イ
セ
リ
ン
グ
、
デ
ユ
プ
ア
及
び
カ
メ
ン
カ
の
三
氏
が
署
名
し
て
、
濁
逸
政
府
に
提
出
し
た
第

二
意
見
警
は
第
一
意
見
書
ε
少
し
《
膿
裁
を
異
に
し
て
居
つ
て
、
濁
逸
首
相
が
國
際
委
員
に
提

示
し
た
る
三
個
の
質
疑
に
封
す
る
答
辮
ε
し
て
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
意
見
書
は
自

ら
三
段
に
匿
分
さ
れ
て
ゐ
る
。
樹
ほ
第
輔
問
並
に
第
二
問
に
勢
す
る
答
車
は
佛
文
に
て
、
第
三

問
に
灘
す
る
答
申
は
狗
丈
に
て
書
い
て
あ
る
が
、
各
答
申
の
大
意
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
馬
克
椙
掛
の
姿
定
に
蘭
す
る
國
際
委
員
倉
の
提
案
か
詐
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
履
』



　
　
馬
克
駆
場
の
安
定
に
鰯
す
る
圃
際
委
員
會
の
提
案
か
評
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

　
　
　
第
一
問

問
、
現
在
の
状
態
の
下
に
於
て
馬
克
を
安
定
せ
し
む
る
こ
と
を
得
る
や
。

答、

　
一
．
　
主
ε
し
て
歳
入
の
不
足
と
官
業
の
訣
損
ε
に
基
く
不
換
紙
啓
の
膨
脹
を
制
禦
せ
ざ

　
　
る
間
は
「

　
二
、
　
線
入
超
過
、
資
本
の
海
外
流
出
、
濁
逸
國
内
に
於
け
る
馬
克
に
封
す
る
不
信
用
、
並
に
賠

　
　
償
義
務
の
爲
め
に
掛
外
的
支
彿
勘
定
が
受
入
勘
定
に
超
過
す
る
問
は
、

　
馬
克
を
永
久
的
に
蜜
定
せ
し
む
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
第
＝
問

問
・
若
し
不
可
能
で
あ
る
ε
す
る
な
ら
ぱ
、
馬
克
安
定
の
爲
め
に
は
如
何
な
る
條
件
が
先
づ

　
浦
た
さ
る
、
こ
ε
を
必
要
ε
す
る
や
。

答
、
此
質
問
に
封
す
る
答
は
第
一
問
に
封
す
る
答
申
中
に
含
ま
筋
て
ゐ
る
が
、
爾
ほ
左
の
如

　
く
敷
．
術
す
る
。

一
、
馬
克
安
定
策
を
有
効
的
た
ら
し
む
る
に
は
政
府
の
政
策
に
墓
く
不
換
紙
幣
膨
脹
の
原



　
因
を
除
か
ね
ぱ
な
ら
蹟
。
換
言
す
れ
ぱ
、
歳
計
豫
算
の
均
衡
を
計
皇
實
際
の
支
出
は
出
來

　
得
る
限
9
緊
縮
せ
る
歳
出
見
積
の
範
園
を
超
え
し
め
す
、
若
し
國
庫
の
牧
入
が
支
出
を
補

　
ぶ
に
足
ら
ざ
れ
ぱ
、
新
財
源
を
求
め
、
官
業
憤
張
の
経
費
は
牧
支
隷
算
に
計
上
す
る
こ
ε
を

　
避
け
る
か
或
は
國
情
が
許
す
に
至
る
ま
で
全
然
其
疲
張
を
延
期
し
、
且
つ
経
常
歳
入
の
剰

　
僚
金
を
以
て
決
涛
し
得
る
金
額
以
上
に
賠
償
金
の
支
彿
見
積
額
を
ぱ
臨
時
歳
出
豫
算
に

　
計
上
せ
ざ
る
こ
亡
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
右
の
目
的
を
達
す
る
に
は
政
費
を
出
楽
得
る
限
り
節
減
し
．
官
寅
及
ぴ
官
業
從
業
者
を

　
減
員
す
る
以
外
に
．
食
糧
品
の
分
配
に
封
す
る
政
府
の
直
接
並
に
問
接
の
補
助
金
を
漸
次

　
麿
止
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
ψ
。

二
．
　
封
外
支
擁
及
び
受
入
勘
定
の
季
衡
に
就
き
て
は
不
幸
に
し
ず
．
的
確
な
る
研
究
資
料
が

　
な
い
の
み
な
ら
す
、
貨
物
輪
出
入
の
差
額
に
關
し
て
も
正
確
な
る
統
爵
を
得
ら
れ
無
い
。

　
只
、
支
沸
勘
定
が
受
入
勘
定
に
遙
か
に
超
過
し
て
ゐ
る
如
く
見
え
る
ε
言
ひ
得
る
に
渦
ぎ

　
無
い
。

　
　
支
彿
勘
定
が
受
入
勘
定
に
超
過
し
て
ゐ
る
の
は
次
の
原
因
に
基
い
て
ゐ
る
。

　
　
罵
克
帽
楊
の
妥
属
に
關
ゴ
る
閣
際
委
長
曾
の
提
案
存
評
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱗
三



　
　
馬
党
相
場
の
妥
定
に
關
寸
る
周
際
婆
鼠
禽
の
提
案
か
詐
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

（
a
》
貨
物
轍
出
の
減
退

　
　
貨
物
楡
出
減
退
の
原
因
は
内
的
ε
外
的
原
因
ε
に
分
つ
こ
ε
が
閏
來
る
。
内
的
原

　
因
ε
し
て
は
勢
働
状
態
の
悪
化
に
墓
く
生
産
力
の
滅
退
を
畢
げ
得
る
。
次
に
主
な
る

　
外
的
原
因
は
濁
逸
商
品
に
封
し
て
諸
外
國
が
加
へ
つ
、
あ
る
制
限
に
之
を
求
む
る
こ

　
ε
が
出
兼
る
。

（
b
》
貨
物
鞍
入
の
激
壇

　
　
馬
克
の
暴
落
は
凋
逸
人
自
身
を
し
て
馬
克
を
信
用
せ
ざ
る
に
至
ら
し
め
π
。
夫
れ

　
が
爲
め
濁
逸
人
は
貯
蓄
心
を
失
ひ
、
享
樂
叉
は
物
品
の
跡
藏
を
目
的
と
し
て
金
鏡
を
濫

　
費
す
る
傾
向
が
あ
る
。

（
ε
費
本
の
海
外
流
出

　
資
本
の
流
出
が
幾
何
に
上
つ
て
ゐ
ぢ
か
を
知
る
こ
ε
は
出
來
な
い
が
．
馬
克
が
安
定
さ

　
る
れ
ぱ
、
資
本
流
出
の
一
原
因
が
除
去
さ
れ
る
。
叉
、
財
塵
及
ぴ
斯
得
に
課
せ
ら
る
、
税

　
の
拳
が
或
る
限
度
を
超
ゆ
れ
ぱ
、
資
本
の
流
出
を
阻
止
す
る
こ
ε
不
可
能
で
あ
る
。

（
d
｝
賠
償
金
の
支
彿



問
、

答、

　
　
封
外
債
務
ε
債
穗
ピ
が
李
均
す
る
ま
で
償
金
の
支
沸
が
中
止
さ
れ
な
け
れ
ぱ
．
馬
克

　
安
定
の
企
劃
は
縄
て
無
効
に
了
る
ε
思
は
れ
る
。

　
之
を
要
す
る
に
馬
克
安
定
の
『
條
件
は
濁
遜
の
封
外
支
彿
勘
店
が
受
入
勘
定
に
超
過

せ
ざ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
．
以
上
列
畢
し
た
る
支
擁
勘
定
超
過
の
諸
原
因
が
除
去
さ
る
、

こ
と
を
必
要
と
す
る
。

　
　
第
目
問

　
馬
克
安
定
の
準
備
條
件
が
満
た
さ
れ
た
ε
す
れ
ぱ
、
次
に
如
何
な
る
手
段
を
講
ず
可
き

か
。　
以
上
列
霧
し
た
る
條
件
が
漏
た
さ
れ
た
る
揚
合
に
は
、
或
は
叉
纏
て
満
た
さ
れ
ん
ε
し

て
ぬ
る
時
に
は
、
衣
の
手
段
を
探
る
可
き
で
あ
る
。

　
　
一
、
新
本
位
貨
幣

麗
紙
幣
馬
克
は
償
僅
の
標
準
ε
し
て
の
性
質
を
全
く
失
つ
た
か
ら
、
勤
た
に
債
値
の
標
準

を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
此
新
標
準
ピ
し
て
は
、
國
富
が
減
邊
し
て
ゐ
る
か
ら
、
現
行
の

金
貨
馬
克
を
康
こ
、
換
算
を
容
易
な
ら
し
む
る
爲
め
、
英
貨
『
碕
』
叉
は
米
債
『
弗
』
の
一
分
敷
、
例
へ

　
轟
克
柑
場
の
安
定
に
闘
丁
る
國
際
委
鼠
食
の
提
巣
を
詐
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



　
篤
党
相
揚
の
安
足
に
蘭
寸
る
國
覇
委
鼠
會
の
提
案
か
詐
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
病

ぱ
一
傍
の
四
十
分
の
一
即
ち
年
志
、
若
し
く
は
一
弗
の
十
分
の
醐
を
選
び
、
之
を
一
金
貨
馬

克
と
総
す
る
こ
ε
。

　
　
二
、
貨
盤
銀
行

　
馬
克
の
安
定
を
主
管
せ
し
む
る
爲
め
に
法
人
の
性
質
、
例
へ
ば
株
式
會
祉
の
形
式
を
備

へ
た
る
狽
立
の
機
關
を
設
け
、
之
を
貨
啓
銀
行
ε
稔
す
る
こ
《
。

　
其
の
資
本
金
は
一
億
金
貨
馬
克
ε
し
、
濁
逸
中
央
銀
行
は
金
に
て
其
の
登
都
を
綿
込
む

可
き
こ
豊
。

　
共
設
立
は
多
少
の
時
日
を
要
す
可
き
に
依
り
、
夫
れ
設
で
は
大
藏
省
、
外
國
債
権
者
及
ぴ

濁
逸
中
央
銀
行
の
代
衷
者
よ
う
成
る
委
員
曾
を
組
織
し
．
此
婁
員
曾
に
馬
克
の
安
定
を
委

任
す
る
こ
ε
。
（
以
下
貨
幣
銀
行
に
就
き
て
云
々
す
る
際
に
は
此
委
員
曾
を
意
味
す
る
。
｝

　
　
三
、
外
債

　
馬
克
の
安
定
は
多
額
の
外
資
、
例
へ
ぱ
從
前
の
本
位
に
て
五
億
金
貨
馬
克
位
の
外
資
借

入
に
依
り
て
始
め
て
實
現
し
得
る
。
此
借
入
は
外
國
銀
行
の
引
受
の
形
式
を
以
て
行
は

る
可
き
で
あ
る
。
貨
幣
銀
行
は
此
引
受
高
に
封
し
必
要
に
臆
じ
て
手
形
を
登
行
し
、
此
手



形
を
以
て
爲
替
手
形
を
購
入
す
る
こ
ε
。

　
　
四
、
　
馬
克
安
定
の
準
備
條
件

　
馬
克
の
安
定
は
左
の
條
件
が
満
た
さ
れ
泥
る
上
に
て
始
め
て
實
現
さ
れ
得
可
き
も
の

で
あ
る
こ
ビ
を
弦
に
繰
返
す
の
は
徒
勢
で
は
あ
る
ま
い
。

　
　
（
ε
國
庫
歳
出
入
の
均
衡

　
　
（
b
》
貨
物
の
輪
出
超
過
、
少
く
ご
も
鍮
出
入
の
季
衡

　
　
｛
ε
劃
外
支
梯
勘
定
ε
受
入
勘
定
ε
の
均
衡

（
a
｝
租
税
の
増
徴
に
依
参
て
歳
出
入
の
均
衡
を
圖
る
こ
ε
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
歳
出

を
輕
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
先
づ
第
一
に
鐵
道
、
郵
便
、
電
信
、
電
話
の
敏
損
を
一
掃
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
換
言
す
れ
ぱ
、
官
業
牧
入
は
其
の
支
出
を
補
ふ
に
足
る
の
み
な
ら
ず
し
て
、

相
當
の
減
慣
鴻
却
並
に
投
下
資
本
の
利
彿
に
充
つ
可
き
剰
鯨
を
生
せ
し
め
な
け
れ
ぱ
な

ら
ぬ
。
次
に
物
償
を
愛
調
に
な
ら
し
む
る
食
料
品
監
理
の
補
助
金
を
禺
察
得
る
丈
け
蓮

か
に
機
止
す
る
を
要
す
る
。
最
後
に
官
吏
の
減
員
を
行
は
ね
ば
な
ら
鍛
、

（
b
｝
貨
物
の
輪
出
超
過
を
現
出
せ
し
む
る
爲
め
に
は
生
産
技
術
の
改
善
、
勢
働
能
華
の
向

　
　
馬
克
相
場
の
蟹
定
に
關
ず
る
國
際
委
員
禽
の
提
郵
か
詐
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囲
七



　
馬
克
相
暑
の
安
定
に
踊
寸
る
圏
際
黍
旦
禽
の
提
案
炬
詐
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圏
八

上
並
に
或
る
場
倉
に
は
勢
働
時
問
の
延
長
に
依
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
海
。

（
c
》
賠
償
金
は
濁
逸
が
國
庫
の
剰
除
金
を
以
て
支
彿
ふ
こ
ピ
を
微
る
に
歪
る
ま
で
は
其

支
携
を
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
。
若
し
強
制
す
れ
ぱ
、
政
府
は
新
π
に
大
藏
省
鐙
券
を
麟

行
し
、
不
換
紙
幣
の
流
通
は
夫
れ
が
爲
め
に
膨
脹
す
る
か
ら
、
煽
克
を
安
定
す
る
こ
ε
は
不

可
能
に
な
る
。

　
　
五
、
　
馬
克
の
豫
備
的
安
定

　
以
上
列
器
し
た
る
條
件
が
近
き
將
來
に
於
て
禰
た
さ
る
、
の
見
込
が
立
つ
に
至
つ
た

な
ら
ぱ
、
馬
克
の
豫
備
的
安
定
を
試
む
る
を
得
る
。
此
第
一
次
的
安
定
に
劃
し
て
は
次
の

手
段
を
探
る
可
き
で
あ
る
。

　
馬
克
の
安
定
を
主
管
す
可
き
貨
幣
銀
行
（
叉
は
馬
克
安
定
委
員
會
振
総
て
の
障
碍
に
反

抗
し
得
る
忙
足
る
資
力
を
有
す
可
き
で
あ
る
か
ら
、
同
銀
行
は

　
　
（
ご
外
國
銀
行
の
引
受
高

　
　
三
）
中
央
銀
行
の
保
有
に
係
る
金
の
中
に
て
皐
情
の
許
す
範
園
内
に
於
け
る
最
高

　
　
　
額



に
野
す
る
虜
分
槽
を
與
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
同
銀
行
は
此
多
額
の
流
動
資
金
を
以
て
馬
克
債
構
並
に
市
揚
に
流
通
せ
る
馬
克
紙
幣

を
購
入
す
可
き
で
あ
る
。

　
右
の
方
法
に
依
り
て
馬
克
の
相
揚
を
著
し
く
挨
復
せ
し
む
る
．
一
ビ
を
得
れ
ぱ
、
次
の
如

き
利
盆
が
あ
る
．

（
a
》
馬
克
の
暴
落
を
防
止
す
る
こ
ε
が
出
來
る
。

（
b
》
馬
克
の
相
場
を
引
上
げ
馬
克
債
樫
の
實
贋
を
ば
佼
復
せ
し
む
る
こ
ε
を
得
る
。

（
c
》
馬
克
を
ぱ
高
き
相
揚
を
以
て
安
定
せ
し
む
れ
ば
せ
し
む
る
に
從
ひ
て
、
現
在
の
紙
幣

　
流
通
額
は
遽
か
に
金
融
上
の
需
用
を
瀟
た
し
得
る
に
車
る
で
あ
ら
う
。

　
叉
、
一
方
に
於
て
は

（
a
｝
賃
銀
が
此
馬
克
の
新
相
場
を
標
準
ビ
し
て
調
節
せ
ら
る
、
に
は
多
少
の
時
日
を
要

　
す
る
。

（
b
》
物
便
は
像
程
下
落
す
る
。

　
　
六
、
　
一
時
的
安
定
の
時
機

　
　
馬
克
相
醤
φ
繋
定
に
蘭
す
ち
國
際
委
長
禽
の
提
案
々
評
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



　
　
馬
冤
棚
掛
の
安
定
に
協
す
る
園
際
聾
長
曾
の
曝
案
か
詳
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

　
斯
く
の
如
き
利
盆
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
上
添
の
準
備
條
件
が
近
き
將
察
に
於
て
満

乾
さ
る
、
の
見
込
が
あ
る
な
ら
ぱ
、
直
ち
に
馬
克
の
一
時
的
安
定
を
試
む
可
き
で
あ
る
。

　
　
七
．
引
換
銀
行

　
馬
克
粗
揚
が
相
當
の
鮎
ま
で
騰
貴
し
た
な
ら
ぱ
、
有
ゆ
る
方
法
に
依
塾
て
此
相
揚
を
維

持
す
る
こ
ε
を
努
め
な
砂
れ
ば
な
ら
蹟
。
着
し
馬
克
が
央
れ
よ
め
騰
貴
す
れ
ぱ
、
馬
克
紙

幣
を
以
て
外
國
爲
替
を
購
入
し
、
馬
克
相
揚
が
夫
れ
よ
り
低
落
せ
ん
と
す
る
の
傾
向
あ
る

ピ
き
は
馬
克
紙
幣
を
購
入
す
可
き
で
あ
る
。
此
事
務
を
取
扱
は
し
む
る
に
は
引
換
銀
行

を
設
立
す
る
を
良
策
と
す
る
。

　
　
入
、
封
立
本
位

　
窮
極
の
圓
的
は
金
貨
本
位
の
實
施
で
あ
る
が
、
過
渡
期
を
必
要
ε
す
る
な
ら
ぱ
、
一
峙
從

前
の
如
く
紙
幣
馬
克
を
流
通
セ
し
め
置
き
、
陶
時
に
金
貨
馬
克
を
計
算
の
標
準
ε
定
め
る

を
妨
げ
無
い
。

　
　
些
最
後
の
安
定

　
馬
克
の
一
時
的
安
定
を
實
現
せ
し
む
る
こ
ε
を
得
た
な
ら
ぱ
．
次
に
は
如
何
に
し
て
術



　
ほ
流
蓮
せ
る
不
換
紙
幣
を
ぱ
党
換
雰
叉
は
其
の
代
表
物
ε
炎
換
す
る
こ
ε
を
得
る
か
讐

　
問
題
ε
な
る
。
此
引
換
が
完
了
し
た
曉
に
は
貨
啓
銀
行
は
麿
止
せ
ら
れ
、
中
央
銀
行
は
絃

　
　
に
再
び
銀
行
券
毅
．
行
並
・
に
季
準
相
揚
の
維
持
を
主
管
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
牽
、
短
期
借
入

　
　
或
る
一
定
の
過
渡
期
内
に
は
政
府
の
短
期
債
務
の
増
加
を
全
然
禁
止
す
る
こ
ε
は
不

　
可
能
で
あ
る
か
ら
．
馬
克
の
安
定
が
好
影
響
を
及
ぼ
す
に
至
る
ま
で
は
一
定
の
範
園
．
内
に

　
於
て
政
府
が
短
期
借
入
を
行
ふ
こ
ε
を
許
さ
る
可
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
■
亀
●
●
　
■
曹
　
一
　
〇
畠
O
・
　
り
　
．
旧
・
　
■
噂
　
■
・
　
臼
9
●
畠
　
陰
■
●
O
O
　
●
　
畢
■
　
・

　
　
馬
克
の
安
定
に
必
要
な
る
方
策
は
直
ち
に
之
を
實
行
す
可
き
で
あ
る
。
然
ら
す
ん
ぱ

　
馬
克
を
安
定
せ
し
む
る
こ
ε
が
出
來
無
く
な
る
虞
れ
が
あ
る
。

右
は
第
二
意
見
書
の
要
鮎
で
あ
る
が
、
是
紅
よ
ら
進
ん
で
此
意
見
書
ご
雨
項
に
紹
介
し
た
第

一
意
見
書
ε
⑳
比
較
を
試
み
た
い
ε
思
ふ
。

　
　
　
　
六
、
爾
意
見
書
の
比
較

　
　
　
馬
冤
線
醤
の
安
定
に
鵬
す
る
國
際
委
員
曾
の
提
案
を
評
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
馴



　
　
　
　
鳥
冤
桐
場
の
安
定
に
臓
す
る
願
際
斐
良
會
の
提
案
々
詳
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
互
二

　
以
上
各
其
の
要
鐵
を
紹
介
し
陀
る
國
際
委
員
の
雨
意
見
書
の
内
容
を
比
較
す
る
に
、
濁
違
養

相
の
提
示
せ
る
第
一
問
に
劉
す
る
答
申
は
雨
者
共
に
全
然
一
致
し
て
ゐ
る
。
即
ち
現
在
の
駅

態
の
下
に
於
て
馬
克
を
安
定
せ
し
め
得
る
や
と
の
問
に
封
し
て
爾
意
見
書
に
は
其
の
不
可
能

な
る
こ
ε
を
断
言
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
第
二
問
即
ち
馬
克
を
安
定
せ
し
む
る
に
は
先
づ
如
何
な
る
條
件
を
満
た
す
こ
ε
を
必

要
ピ
す
．
る
ε
や
ε
の
問
に
封
す
る
答
申
に
就
き
て
観
る
も
爾
者
は
略
ぽ
一
致
し
て
ゐ
る
を
駿

見
す
る
。
即
ち
爾
者
共
に
行
政
費
並
に
官
業
脛
費
の
節
約
及
ぴ
産
業
の
族
復
が
馬
克
の
安
定

に
勢
し
て
絶
盟
に
必
要
な
る
乙
ε
を
高
調
し
、
同
時
に
償
金
問
題
の
解
決
も
亦
馬
克
安
定
の
鋏

く
可
か
ら
ざ
る
準
備
條
件
な
る
こ
ビ
を
指
摘
せ
る
識
に
於
て
蝋
致
し
て
ゐ
る
。
只
、
第
一
意
見

書
に
於
て
は
税
法
の
励
行
を
態
葱
せ
る
も
第
二
意
見
書
に
於
て
は
此
鮎
に
重
き
を
置
か
す
．
且

つ
爾
者
共
に
憤
金
支
佛
の
猶
豫
を
一
必
要
條
件
ご
し
て
ゐ
る
瓢
に
於
て
一
致
し
て
ゐ
る
が
、
第

一
意
見
書
に
て
は
其
猶
豫
期
問
を
少
く
ビ
も
ニ
ケ
年
位
に
定
む
可
き
こ
ε
を
提
唱
し
て
ゐ
る

に
反
し
、
第
二
意
見
書
は
特
に
期
限
を
提
示
し
な
い
等
の
相
違
が
あ
る
。
尚
ほ
蘭
の
外
微
細
の

鐵
に
於
て
鳳
揃
者
澗
に
一
致
せ
ざ
る
．
噸
嘘
も
勘
く
な
い
が
、
第
二
問
に
封
す
る
雨
意
見
書
聞
の



主
な
る
一
致
鮎
置
不
一
致
鮎
は
上
述
の
如
く
で
あ
つ
て
雨
者
は
大
鰹
に
於
て
符
合
し
て
み
る

ε
看
倣
し
得
な
い
で
も
無
い
。

　
第
一
．
問
並
に
第
二
問
に
劃
す
る
答
申
に
就
き
て
は
繭
意
見
警
閥
に
は
斯
く
の
如
く
左
程
の

遙
庭
が
無
い
の
で
あ
る
が
、
第
三
問
、
即
ち
馬
克
安
定
の
方
策
に
翻
す
る
意
見
に
就
き
て
は
爾
者

問
叢
薯
し
き
相
蓮
を
観
る
の
で
あ
る
。
勿
論
雨
者
が
全
然
相
窮
れ
無
い
説
を
載
せ
て
ゐ
る
の

で
は
無
い
－
　
先
づ
第
一
に
最
後
の
成
功
は
劉
ε
し
て
事
態
が
重
大
で
あ
る
か
ら
、
馬
克
の
．
安
定

に
劃
し
て
直
ち
に
何
等
か
の
手
段
を
講
す
る
こ
ε
を
主
張
せ
る
嶺
に
於
て
蕾
者
共
に
一
致
し

て
。
ゐ
る
。
　
叉
、
此
馬
克
の
安
定
¢
必
要
な
る
種
々
の
施
設
を
主
管
せ
し
む
る
爲
め
に
一
機
開
を

設
け
、
之
に
中
央
銀
行
保
有
の
正
貨
の
一
部
分
を
交
附
し
、
且
つ
外
國
よ
勢
若
干
の
借
入
を
爲
し

て
、
此
爾
蜜
金
を
以
て
外
國
爲
替
を
責
買
せ
し
め
、
馬
克
の
相
揚
を
維
持
す
可
き
≧
冠
を
提
案
せ

る
は
薦
意
見
書
共
に
同
一
で
あ
る
。
然
し
な
が
ち
、
左
の
重
要
な
る
諸
織
に
於
て
雨
者
周
に
大

な
る
意
見
の
粁
格
が
あ
る
。

　
一
、
　
第
一
意
見
書
に
て
は
現
行
の
貨
幣
制
度
に
勢
し
て
．
何
等
根
本
的
の
改
置
を
翻
へ
す
し

て
、
輩
に
不
換
紙
幣
の
膨
脹
を
阻
止
し
、
央
れ
に
依
ウ
て
馬
克
相
揚
の
恢
復
を
圏
る
可
き
こ
ピ
を

　
　
　
　
馬
寛
粗
爵
の
要
定
に
襯
す
る
國
際
委
員
倉
の
提
案
存
欝
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
属
寛
姻
携
の
甕
定
に
蟹
す
る
圃
際
婁
貧
璽
の
提
擬
を
評
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

提
案
し
て
ゐ
る
。
此
馬
克
相
場
引
上
の
手
初
ε
し
て
先
づ
市
場
の
爲
替
相
場
の
約
五
割
を
標

準
ピ
し
て
馬
克
の
安
定
を
試
む
可
き
で
あ
る
。
　
例
へ
ぱ
米
貨
欄
弗
に
封
し
凋
貨
七
千
馬
克
ε

す
れ
ぱ
、
三
千
乃
至
三
千
五
百
馬
克
を
公
定
相
場
ε
し
て
外
國
爲
替
を
或
は
買
入
れ
或
は
責
出

し
、
以
て
馬
党
の
鍵
動
を
防
ぐ
可
き
で
あ
る
ε
提
案
し
て
ゐ
る
。

　
之
に
反
し
て
第
二
意
見
犠
の
提
案
は
現
行
の
金
貨
馬
克
を
膜
止
し
、
夫
の
代
う
に
外
國
貨
幣

に
封
す
る
換
鋒
を
容
易
な
ら
し
め
ん
が
爲
め
、
米
貨
『
弗
』
叉
は
英
貨
鞠
硝
』
の
制
分
歎
、
例
へ
ば
幽
弗
の

十
櫃
分
の
一
叉
は
翻
膀
の
四
十
分
の
一
に
相
當
す
る
金
の
量
目
を
以
て
一
金
貨
馬
克
ε
す
可
し

ε
云
ふ
に
在
る
。
尤
も
巳
を
得
す
ん
ば
、
現
在
流
逼
せ
る
紙
幣
鳳
其
儘
ε
し
、
新
た
に
制
定
し
た

る
金
貨
馬
克
を
取
覗
の
標
準
ε
し
て
用
ゐ
さ
す
も
宜
し
い
ε
云
あ
の
で
あ
る
。

　
一
一
、
第
一
意
見
書
及
ぴ
第
二
意
見
書
に
て
は
共
に
馬
克
蜜
定
の
爲
め
に
外
國
銀
行
の
援
助

を
受
く
る
の
必
要
を
認
め
て
ゐ
る
が
、
前
者
は
償
金
の
支
揚
が
或
る
期
問
内
猶
豫
せ
ら
る
、
の

み
な
ら
す
、
償
金
問
題
が
根
本
的
に
解
決
せ
ら
れ
て
、
躍
支
沸
猶
豫
期
が
輝
逡
し
詫
る
後
に
、
猫
趣

の
鏑
携
す
可
き
償
賠
金
が
幾
何
に
上
る
か
讐
明
瞭
に
な
る
ま
で
は
、
外
國
の
銀
行
家
が
多
額
の

責
金
を
禰
迦
に
融
通
す
可
き
こ
ε
は
絶
望
で
あ
る
か
ら
、
伯
林
政
府
は
先
づ
濁
力
を
以
て
掲
克



安
定
に
向
つ
て
一
歩
を
進
む
可
き
こ
と
を
主
張
せ
る
に
反
し
、
第
二
意
見
書
は
外
國
銀
行
よ
う

資
金
の
融
通
を
受
く
る
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
、
馬
克
の
安
定
は
絶
望
で
あ
る
ε
論
じ
て
ゐ
る
の
み
な

ら
す
．
更
に
進
ん
で
共
借
入
金
額
は
現
行
の
本
位
に
て
五
億
金
貨
馬
車
位
が
宜
し
か
ら
5
ε
ま

で
晴
示
し
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
第
一
意
見
書
に
て
は
償
金
問
題
の
根
本
的
解
決
を
主
ε
し
外

債
を
從
ε
せ
る
に
反
し
、
第
二
意
見
書
に
て
は
外
債
を
主
ε
こ
、
償
金
問
題
の
根
本
的
解
決
を
聯

か
輕
説
せ
る
か
の
観
が
あ
る
。

　
三
、
第
一
慧
見
書
に
絃
濁
逸
中
央
銀
行
の
割
引
歩
合
の
引
上
を
主
張
し
て
ゐ
る
が
、
第
二
意

見
書
に
於
て
は
特
に
之
に
關
す
る
意
見
を
載
せ
て
ゐ
な
い
。

　
四
、
　
第
一
意
見
書
に
て
は
凋
逸
國
民
の
所
有
に
係
る
封
外
債
権
を
ば
内
債
の
寡
集
に
依
り

て
動
員
し
馬
克
安
定
費
金
を
充
實
す
る
こ
ε
を
提
案
し
て
ゐ
る
が
、
第
二
意
見
書
に
て
は
官
業

擬
張
費
を
調
達
す
る
爲
め
に
内
債
を
寡
集
す
可
き
こ
と
を
唱
へ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
無
い
。

七
、

爾
意
見
書
に
封
す
る
総
括
的
批
詐

前
項
に
於
て
は
國
際
委
員
會
の
雨
意
見
書
の
比
較
を
試
み
各
英
の
内
容
を
朋
か
に
し
た
の

　
　
島
寛
櫓
場
の
隻
定
に
蘭
す
る
圃
際
委
旦
禽
の
擾
案
撫
騨
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
滋



　
　
　
　
馬
寛
頼
擢
勘
の
饗
建
に
蘭
す
る
閥
際
委
員
敏
の
提
塞
ぶ
詳
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
由
ハ

で
あ
る
か
ら
、
是
れ
よ
）
進
ん
で
雨
意
見
書
に
批
簿
を
加
へ
た
い
の
で
あ
る
が
、
蝕
に
は
先
づ
総

括
的
批
詳
を
試
み
る
こ
と
に
，
す
る
。

　
濁
逸
首
相
が
國
際
委
員
に
解
決
を
諮
つ
た
第
一
問
、
即
ち
現
駅
の
儘
に
て
馬
克
の
安
定
を
實

現
せ
し
む
る
こ
と
を
得
る
や
と
の
問
に
封
し
て
は
擁
意
見
書
粟
に
簡
軍
明
瞭
に
其
の
不
可
能

な
る
を
答
申
し
て
ゐ
る
。
此
答
申
に
封
し
て
は
何
人
も
異
論
が
あ
る
寮
炉
。
馬
克
が
惨
落
し

た
の
は
相
當
の
原
因
が
あ
つ
爲
め
で
あ
る
か
ら
、
其
原
因
を
除
去
し
無
け
れ
ぱ
、
馬
克
の
安
定
を

圓
る
こ
足
の
出
家
な
い
の
は
吹
々
す
る
の
必
要
を
見
な
い
。
此
問
題
の
提
出
其
物
が
既
に
無

盆
で
あ
っ
カ
の
で
あ
る
。

　
然
ら
ぱ
第
二
問
、
即
ち
馬
克
の
安
定
に
は
如
何
な
る
準
備
を
要
す
る
や
ε
の
質
問
に
封
す
る

答
申
は
如
何
ε
云
ふ
に
、
吾
人
は
益
く
失
望
し
て
ゐ
る
ε
言
は
な
け
れ
ぱ
な
ら
無
い
。
暴
落
に

衣
ぐ
に
暴
落
を
以
て
し
て
ゐ
る
馬
克
の
相
、
場
を
安
定
せ
し
む
る
に
は
勿
論
英
暴
落
の
根
本
原

因
を
除
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
其
原
因
を
除
く
に
は
先
づ
如
何
な
る
事
情
が
其
暴
落
の
眞

困
で
あ
る
か
を
確
む
る
必
要
の
あ
る
の
は
贅
言
を
侯
泥
す
し
て
明
か
で
あ
る
。
然
る
に
國
際

委
員
は
馬
克
安
定
策
を
臨
す
る
に
最
も
必
要
な
る
此
問
題
の
解
映
を
途
げ
て
ゐ
な
い
。
少
く



ピ
も
雨
意
見
書
の
軌
れ
に
も
委
員
が
馬
克
暴
落
の
眞
因
を
綿
密
に
研
究
し
た
こ
ε
が
現
は
れ

て
ゐ
な
い
。
爾
意
見
書
の
丈
面
に
擦
れ
ぱ
、
國
際
委
員
は
財
政
困
難
、
官
業
の
饒
損
、
輪
入
超
過
、
償

金
の
支
彿
等
を
ば
馬
克
暴
落
の
主
な
る
原
因
と
看
傲
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
、
此
等
の
原
因

に
就
き
て
徹
底
的
に
調
査
し
た
形
跡
が
無
い
。
成
程
財
政
の
困
難
、
官
業
の
敏
損
、
輪
入
超
過
、
償

金
の
支
沸
等
は
之
を
馬
克
暴
落
の
原
因
中
に
数
ふ
る
こ
と
を
妨
げ
無
い
。
然
し
な
が
ら
此
等

の
事
情
は
馬
克
相
揚
崩
壌
の
根
本
原
因
で
は
無
い
の
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
財
政
に
就
き
て
・
観
る

に
濁
逸
中
央
政
府
の
歳
出
は
歳
入
に
超
過
し
て
ゐ
る
爲
め
、
歳
入
の
不
足
を
補
ふ
目
的
を
以
て

職
後
多
額
の
大
藏
省
鐙
券
を
登
行
し
凍
っ
セ
。
此
大
藏
省
霞
券
の
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
は
中

央
銀
行
に
依
多
て
割
引
さ
れ
、
中
央
銀
行
は
夫
れ
に
封
し
て
不
換
紙
幣
を
駿
行
し
た
爲
め
に
蓮

貨
が
膨
脹
し
且
つ
其
膨
脹
が
街
ほ
將
兼
に
も
縫
績
せ
ら
れ
る
な
ら
ん
ε
の
危
懊
を
懐
く
者
が

多
い
結
果
ご
し
で
、
馬
克
が
惨
落
し
凍
つ
た
の
で
あ
る
。
從
つ
て
財
政
困
難
は
馬
寛
暴
落
の
一

原
因
ε
看
倣
し
得
ら
れ
な
い
こ
ビ
も
無
い
が
、
然
ら
ぱ
何
故
に
燭
逸
の
財
政
が
斯
く
の
如
き
駅

態
に
陥
ゐ
つ
た
の
で
あ
る
か
ε
言
ふ
に
、
其
の
二
大
原
因
は
冗
費
の
多
き
こ
と
、
脱
税
が
盛
ん

に
行
は
れ
て
ゐ
る
ご
と
、
に
外
な
ら
無
い
。
濁
遊
政
府
の
當
局
者
が
之
を
知
ら
ざ
る
遣
理
が

　
　
　
馬
冤
粗
塒
の
蜜
定
仁
關
す
ろ
國
際
委
長
會
の
堤
案
か
詐
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
七



　
　
　
轟
寛
棚
鋳
の
愛
定
に
慨
す
る
圃
瞭
委
蟄
禽
¢
提
案
な
騨
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

あ
り
得
無
い
。
然
る
に
政
府
は
政
費
の
笛
約
並
に
税
法
の
働
行
を
断
行
し
な
い
。
政
府
が
思

切
つ
て
冗
員
を
淘
汰
し
現
行
税
法
を
嚴
重
に
施
行
す
れ
ぱ
、
國
庫
牧
入
の
均
衡
を
國
る
の
は
嗣

難
な
こ
と
で
無
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
政
府
は
未
だ
此
方
面
に
淘
つ
て
断
乎
た
る
塵
置
を
探

つ
て
ゐ
な
い
。
吾
人
は
濁
趣
政
府
が
故
意
に
財
政
状
態
を
悪
化
せ
し
め
つ
、
あ
｝
と
言
ふ
者

で
も
無
け
れ
ぱ
、
叉
夫
れ
を
信
す
る
理
由
も
持
た
無
い
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
伯
林
政
府
が

財
政
飛
態
を
改
善
せ
し
む
る
の
強
き
意
志
を
持
つ
て
ゐ
な
い
こ
ε
女
け
は
事
實
で
あ
る
ε
思

へ
る
。
從
つ
て
馬
克
暴
落
の
繍
原
因
は
猫
逸
政
府
が
財
政
歌
態
を
改
善
し
て
遙
貨
の
膨
脹
を

阻
止
せ
ん
ε
す
る
の
強
固
な
る
意
志
を
有
し
て
ゐ
な
い
こ
ε
に
之
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
次
に
官
業
の
鋏
損
に
就
き
て
言
ふ
も
亦
同
檬
で
あ
る
。
此
富
鎚
映
揖
の
二
大
原
因
は
料
金

の
比
綾
的
低
き
こ
と
、
櫨
張
費
を
損
盆
勘
定
に
計
上
し
て
ゐ
る
こ
と
に
之
を
求
め
ね
ば
な
ら

ぬ
。
從
つ
て
料
金
を
相
當
の
鮎
凌
で
引
上
げ
且
っ
擾
張
費
を
ぱ
損
猛
勘
定
よ
も
分
離
す
れ
ぱ
、

縦
令
多
額
の
純
盆
を
畢
げ
得
な
い
ま
で
も
、
鋏
損
を
一
掃
し
得
る
筈
で
あ
る
。
此
事
も
當
局
者

に
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
鐸
が
無
い
の
で
あ
る
。
尤
も
此
方
面
に
は
嘗
局
者
が
相
當
の
努
力
を
爲

ち
て
め
る
や
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
未
だ
充
分
で
無
い
。
從
つ
て
窟
業
會
計
の
敗
轡
に
就



き
て
竜
當
局
者
の
決
心
が
矢
張
り
足
り
な
い
ε
言
ひ
得
る
。

　
更
に
叉
政
府
の
登
表
せ
る
貿
易
の
統
計
に
擦
れ
ぱ
．
貨
物
の
轍
入
総
額
が
遙
か
に
輸
出
絡
額

に
超
過
し
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
此
貿
易
統
計
が
果
し
て
正
確
で
あ
る
か
否
や
は
何
人
ε
鑑
，

も
剰
断
し
得
無
い
の
で
あ
る
。
國
際
委
員
の
雨
意
見
書
共
に
此
統
計
の
信
懸
す
る
に
足
ら
ざ

る
も
の
な
る
こ
ε
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
凋
遊
人
ε
躍
も
自
國
の
貿
易
統
計
に
信
を
置

い
て
ゐ
な
い
で
あ
ら
う
。
政
府
は
貨
物
輸
出
入
の
統
計
の
不
正
確
な
る
こ
ε
を
、
少
く
と
も
夫

れ
が
不
正
確
で
あ
る
ε
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
ε
を
知
悉
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
此
統
計
の
根
本

的
改
良
が
試
み
ら
れ
て
ぬ
な
い
。
從
つ
て
伯
林
政
府
は
貨
物
輸
出
入
の
實
際
の
撒
態
を
知
ら

れ
る
こ
ε
を
厭
ふ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
と
言
は
れ
て
も
辮
解
の
欝
に
窮
す
る
で
あ
ら
う
。

　
上
述
の
如
く
政
府
の
統
肝
に
擦
れ
ぱ
、
濁
趣
の
貿
易
は
逆
潮
に
な
つ
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
、

假
聾
篤
政
府
の
統
計
其
物
に
何
等
の
誤
算
な
し
と
す
る
も
、
濁
逸
に
は
多
額
の
密
輸
出
入
が
行

は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
．
政
府
の
統
計
の
み
に
依
う
て
は
實
際
猫
逸
の
貿
易
は
轍
λ
超
邉

に
な
つ
て
ゐ
る
か
或
は
叉
轍
出
超
過
を
呈
し
て
ゐ
る
か
を
知
る
に
由
が
無
い
。
濁
趣
の
物
償

は
馬
克
暴
落
の
關
係
上
割
安
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
見
地
よ
う
拍
象
的
に
剰
断
す

　
　
　
　
馬
寛
相
喬
の
安
定
に
棚
す
る
瞬
際
櫛
鼓
禽
の
提
案
毎
騨
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
罵
克
粗
鋳
の
婁
定
に
覧
ぜ
る
岡
際
婆
戦
禽
の
提
案
漏
詐
寸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

れ
ぱ
、
狸
逸
の
貨
物
轍
出
は
轍
入
に
超
邊
し
て
ゐ
る
か
も
知
れ
無
い
ε
書
ひ
得
る
の
で
φ
る
、

然
し
な
が
ら
此
抽
象
的
断
定
が
果
し
｛
事
實
ε
商
致
し
て
ぬ
る
か
否
や
は
容
易
に
妄
断
す
る

こ
と
を
許
さ
無
い
。
伯
林
政
府
は
宜
敷
世
人
殊
に
外
國
人
が
邉
認
す
る
方
法
を
以
て
貨
物
の

輸
出
入
額
を
出
來
得
る
限
9
正
確
に
算
定
登
表
し
て
一
般
人
士
の
懐
い
て
ゐ
る
疑
念
を
一
掃

す
る
に
努
む
可
き
で
あ
る
。

　
最
後
に
償
金
の
支
彿
が
何
故
に
馬
克
暴
落
の
一
原
因
ε
看
倣
し
得
る
の
で
め
る
か
。
償
金

怯
一
部
分
現
金
に
て
一
部
分
は
貨
物
に
て
支
沸
は
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
現
金
ε
云
ふ
も
、
正

貨
で
は
無
く
し
て
、
爲
替
手
形
で
あ
つ
て
政
府
が
市
揚
に
て
購
入
し
て
聯
合
國
に
炎
付
す
る
の

で
あ
る
。
叉
償
金
の
一
部
分
ε
し
て
聯
合
國
に
引
渡
さ
る
、
貨
物
の
大
宇
は
政
府
が
民
聞
生

産
業
者
よ
う
買
上
な
け
れ
ぱ
な
ら
無
い
。
縫
令
政
府
所
有
の
貨
物
を
引
渡
す
ε
し
て
も
、
疎
府

は
其
の
生
産
費
を
負
携
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
而
し
て
若
し
此
等
の
爲
替
雰
及
び
貨
物
に
封
す
る

支
沸
に
租
税
牧
入
を
充
當
す
れ
ぱ
、
別
に
問
題
が
無
い
の
で
あ
る
が
、
租
税
牧
入
は
普
遙
の
政
費
e

す
ら
も
補
ひ
得
無
い
の
で
あ
る
か
ら
、
償
金
支
沸
の
義
務
を
履
行
す
る
爲
め
に
大
藏
省
讃
券
を

登
行
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
一
．
而
か
も
大
藏
省
謹
雰
を
増
畿
す
れ
ぱ
、
通
貨
は
愈
々
膨
脹
し
馬



克
は
盆
々
暴
落
す
る
。
是
れ
即
ち
償
金
の
支
彿
が
馬
克
暴
落
の
一
原
因
ε
看
懲
さ
れ
得
る
厨

以
で
あ
る
。
從
つ
て
若
し
凋
逸
國
民
に
償
金
を
支
彿
ふ
除
力
な
く
し
て
、
政
府
は
不
換
紙
幣
を

毅
行
せ
し
め
｛
封
聯
合
國
債
務
を
履
行
し
な
け
ね
ば
な
ら
職
ε
ず
る
復
ら
ぱ
、
償
金
の
支
彿
は
．

馬
克
暴
落
の
一
根
本
原
因
で
あ
る
ε
言
は
ね
ぱ
な
ら
無
い
．
、
然
ら
ぱ
猫
遊
は
果
し
て
償
金
を

支
彿
ふ
資
力
を
有
し
て
ゐ
な
ψ
の
で
あ
る
か
。

　
千
九
百
二
十
一
年
五
月
に
聯
合
國
が
濁
遊
に
課
し
た
賠
償
年
賦
金
は
約
三
十
五
億
金
貨
馬

克
で
あ
る
が
、
職
後
に
於
け
る
濁
逸
の
國
民
所
得
は
、
近
く
出
版
さ
る
可
き
拙
著
『
猫
逸
の
償
金
支

　
　
　
の

，
掃
能
力
』
に
於
て
試
み
た
る
推
算
に
大
な
る
誤
算
な
し
と
す
れ
ぱ
．
醐
ケ
年
四
百
億
金
貨
馬
克
以

上
に
達
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
國
民
所
得
の
総
額
に
勢
す
る
償
金
年
額
の
割
合
は
一
割
以

下
に
相
當
す
る
に
過
ぎ
無
い
。
三
十
五
億
金
貨
馬
克
を
今
後
歎
十
ケ
年
に
亘
り
て
支
擁
ふ
は

苦
痛
に
は
相
違
あ
る
ま
い
が
、
國
民
所
得
に
封
す
る
比
敷
よ
り
親
て
全
然
不
可
能
ε
看
微
す
こ

ε
は
出
來
無
い
。
從
つ
て
若
し
濁
趣
國
民
並
に
政
府
に
封
聯
合
國
債
務
を
完
全
に
履
行
す
る

意
志
さ
へ
あ
れ
ぱ
、
租
税
を
増
徴
し
其
牧
入
を
以
て
償
金
を
支
沸
ふ
こ
と
が
出
凍
る
筈
で
あ
る
。

さ
す
れ
ぱ
、
馬
克
紙
啓
を
増
曇
す
る
の
必
要
が
無
く
、
通
貨
も
自
ら
膨
脹
し
な
い
か
ら
、
馬
克
も
嫉

　
　
　
　
講
冤
柑
搭
の
安
定
に
關
す
さ
國
瞭
婆
盈
會
の
提
案
撫
詳
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
　
罵
寛
梅
播
の
繋
定
に
騰
す
る
欄
際
奨
員
奮
の
提
案
な
詳
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
二

復
す
る
に
至
る
の
は
書
ふ
ま
で
竜
無
い
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
中
央
政
府
は
償
金
支
沸
の
爲

め
に
増
税
を
行
は
す
し
て
、
上
述
の
如
く
馬
克
紙
幣
の
増
畿
に
依
り
て
償
金
の
一
部
分
を
支
出

し
來
つ
π
の
で
あ
る
。
　
馬
克
の
暴
落
す
る
の
は
當
然
の
ζ
ε
で
あ
る
ε
言
は
ざ
る
を
得
無
い
。

　
之
を
要
す
る
に
馬
克
相
場
の
・
崩
壌
し
た
の
は
濁
趣
政
府
に
馬
克
を
安
定
せ
し
む
る
張
き
意

志
を
，
有
し
て
ゐ
な
か
つ
た
爲
め
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
何
故
に
伯
林
政
府
は
馬
克
相
揚
を
維
持
す

る
こ
ε
を
欲
し
な
か
つ
髭
か
ε
、
言
ふ
に
ぞ
は
恐
ら
く
馬
克
相
場
を
成
行
に
任
か
せ
る
こ
ε
が

凋
逸
に
取
う
て
有
利
で
あ
る
ε
思
考
し
た
爲
め
で
あ
ら
う
。
馬
克
の
低
落
が
狸
逢
に
取
う
て

有
利
で
あ
る
と
看
倣
し
得
る
の
は
下
の
理
由
に
塞
く
。
即
ち
馬
轟
が
暴
落
す
れ
ぱ
、
濁
遊
の
貨

物
は
外
國
人
に
取
う
て
は
安
便
に
な
り
、
翰
出
が
増
加
し
國
内
に
於
け
る
産
業
が
刺
戟
せ
ら
る

、
。
而
か
も
燭
逸
の
工
業
が
盛
ん
に
な
り
、
製
造
品
の
輪
出
が
激
埆
す
れ
ぱ
、
駄
洲
工
業
界
に
於

砂
る
猫
逸
の
競
箏
國
た
る
英
白
等
は
一
大
打
撃
を
蒙
ら
ざ
る
を
栂
無
い
。
縫
令
馬
克
が
暴
落

し
て
ゐ
な
い
ε
し
て
も
、
若
し
濁
逸
が
規
定
通
う
に
償
金
を
支
彿
ふ
と
す
れ
ぱ
、
英
臼
殊
に
英
國

の
工
業
は
打
撃
を
蒙
る
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
何
故
ご
な
れ
ぱ
．
償
金
の
支
携
は
現
金
彿
に

依
る
も
將
た
叉
貨
物
綿
の
方
法
を
採
る
も
、
結
局
醐
逸
よ
り
の
貨
物
の
鍮
出
を
通
じ
て
行
は
る



、
も
の
で
あ
る
か
ら
で
め
る
。
即
ち
濁
逸
の
償
金
支
沸
高
が
多
け
れ
ぱ
多
き
に
從
ひ
同
國
の

貨
物
輸
出
が
増
加
し
、
英
國
の
輸
出
業
及
び
工
業
は
一
大
脅
威
を
戚
ず
る
こ
ε
に
な
る
。
馬
克

が
假
ら
に
其
の
季
慣
を
維
持
し
て
ゐ
る
ε
し
て
も
荷
ほ
且
つ
然
り
で
あ
る
、
況
し
て
馬
克
が

暴
落
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
醐
逸
が
約
定
蓮
9
に
償
金
を
支
彿
ふ
ご
す
れ
ぱ
、
英
國
は
愈
々
著
し

き
損
失
を
蒙
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
英
國
に
取
り
て
は
從
令
償
金
の
分
前
に
封
す
る
自
己

の
穆
利
を
拗
棄
し
て
も
、
濁
逸
の
貨
物
輸
出
を
激
増
せ
し
め
ざ
る
方
が
有
利
で
あ
る
。
從
つ
て

馬
克
の
暴
落
は
英
國
を
し
て
償
金
の
減
額
若
し
く
は
其
の
支
佛
延
期
を
提
唱
せ
し
む
る
に
竈

る
に
相
蓮
な
い
ε
人
を
し
て
思
椎
せ
し
む
る
の
理
由
が
あ
つ
彪
　
果
せ
る
哉
、
英
國
に
於
て
は

償
金
額
の
決
定
さ
れ
た
年
が
未
だ
更
ら
ざ
る
に
既
に
濁
趣
債
務
を
減
額
若
し
く
は
延
期
す
る

の
必
要
を
説
く
者
輩
出
す
る
に
至
り
、
爾
來
英
國
は
英
見
，
地
よ
9
償
金
問
題
の
解
決
を
試
み
る

こ
ピ
を
主
張
し
來
つ
π
の
で
あ
る
。

　
猫
逸
の
支
揚
ふ
可
き
償
金
の
受
納
者
中
の
最
大
強
國
た
る
英
國
が
其
償
金
の
減
額
並
に
延

期
を
提
唱
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
縦
令
濁
逡
に
其
の
全
額
を
支
彿
ふ
能
力
が
充
分
あ
う
ε

す
る
も
、
同
國
が
其
全
靹
を
拒
み
若
し
く
は
全
魎
の
資
力
を
罎
け
る
が
如
く
裟
ふ
の
は
人
惰
上

　
　
　
　
鵬
羅
晃
相
鵬
脚
の
婁
一
定
に
翻
嗣
す
ろ
一
閣
霞
”
委
員
ユ
噂
の
提
案
を
”
評
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
索
三



　
　
　
　
罵
冤
帽
塒
の
安
定
に
鷹
す
る
闊
際
聾
員
會
の
提
案
々
評
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

當
然
の
こ
と
で
あ
つ
て
憂
も
怪
む
に
足
ら
無
い
。
馬
克
は
是
れ
が
爲
め
に
暴
落
し
た
の
で
あ

る
か
ら
、
猫
逸
蓮
貨
の
鰺
落
に
封
し
て
は
英
國
も
其
責
任
の
一
宇
を
負
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
事
情
が
斯
く
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
馬
克
の
相
場
を
恢
復
せ
し
む
る
に
は
先
づ
賠
償
金
問
題

を
解
決
せ
な
け
れ
ば
な
ら
臆
。
此
問
題
の
根
本
的
解
決
を
途
げ
す
し
て
、
馬
克
を
安
定
せ
ん
ε

試
み
る
は
木
に
縁
墾
て
魚
を
求
む
る
の
愚
に
類
す
る
。
國
際
委
員
の
雨
意
見
書
に
は
償
金
問

題
の
根
本
的
解
決
ε
横
金
支
沸
猫
豫
ε
の
必
要
を
説
い
て
ゐ
る
。
然
し
償
金
問
題
を
如
何
に

解
決
す
可
き
か
に
就
き
て
は
明
、
確
な
る
提
案
を
載
せ
て
ゐ
な
い
。
然
し
夫
れ
が
最
も
重
要
な

る
問
題
で
あ
る
。
叉
．
償
金
支
擁
の
猶
豫
は
償
金
問
題
．
從
つ
て
馬
克
安
定
問
題
の
解
決
で
な
｛

し
て
其
の
延
期
で
あ
る
。
馬
克
を
安
定
せ
ん
ε
欲
す
る
な
ら
ぱ
、
償
金
問
題
を
直
ち
に
根
本
的

に
解
決
す
る
工
り
外
に
方
法
が
な
い
。
而
し
て
此
償
金
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
一
方
策

は
千
九
百
二
十
一
年
に
決
定
さ
れ
た
通
り
に
濁
逸
に
償
金
を
支
彿
は
し
む
る
に
在
る
も
．
英
國

が
央
れ
に
反
封
し
て
ぬ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
實
行
す
る
こ
ε
が
出
楽
無
い
。
他
の
一
方
法

は
償
金
を
減
額
す
る
に
存
す
る
。
此
減
額
は
濁
逸
並
に
英
國
の
希
望
し
て
ゐ
る
こ
ε
で
あ
る

か
ら
、
或
は
償
金
問
題
解
決
の
最
良
策
で
あ
る
か
も
知
れ
無
い
。
尤
も
佛
國
は
無
條
件
の
減
額



に
は
同
意
し
ま
い
。
同
國
罵
は
何
等
か
交
換
條
件
を
輿
へ
る
必
要
が
あ
る
。
勿
論
幾
何
減
額

す
可
魯
か
は
大
に
研
究
を
要
す
る
鐵
そ
あ
る
。
面
し
て
一
旦
減
額
し
た
る
上
は
聯
合
國
は
来

れ
以
上
の
減
額
叉
慧
猶
橡
に
封
す
る
獅
趣
の
要
求
は
断
然
拒
繕
し
て
．
新
約
定
を
鰻
重
に
鋤
行

す
可
き
で
あ
る
。
賠
償
年
賦
金
の
決
定
後
に
聯
合
翻
の
歩
調
が
整
は
無
か
つ
π
の
で
、
獅
趣
は

餐
牽
聾
を
大
に
し
て
支
彿
不
能
を
絶
叫
し
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
擢
減
額
を
行
ひ
た
る
後
に
再

び
聯
合
國
の
態
度
が
軟
化
す
れ
催
、
償
金
問
題
が
更
に
親
糾
す
る
に
至
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
斯
く
⑳
如
く
償
金
問
題
を
解
撫
し
ね
る
上
に
て
馬
克
の
妥
定
を
企
つ
可
き
で
あ
か
。
國
際

委
員
の
第
一
意
見
書
に
は
馬
克
の
安
定
に
封
す
る
試
み
は
償
金
問
題
を
根
本
的
に
解
訣
す
る

ま
で
は
畢
に
一
時
酌
敷
果
を
齋
し
得
る
忙
愚
ぎ
無
い
嘘
論
じ
て
ゐ
な
が
ら
、
荷
ほ
事
磁
が
重
大

で
あ
る
か
ら
、
直
ち
に
馬
克
の
寮
定
に
鍔
し
で
何
等
か
の
手
段
を
探
る
可
き
こ
と
を
懲
葱
し
．
て

ゐ
ξ
が
、
償
金
問
題
解
決
前
に
馬
克
の
安
定
を
試
み
る
は
無
盆
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
恐
ら
く
不

可
能
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
何
故
ε
な
れ
ぱ
、
蕊
題
自
身
が
馬
克
の
安
定
を
希
望
し
て
ゐ
な

塾
か
ら
で
あ
る
。

馬
寛
柑
擾
の
蜜
定
に
口
す
ゐ
置
鳳
黍
鳳
虐
の
提
峯
盈
響
す

索
五



昌
寛
粗
尚
の
安
定
に
漏
す
る
団
露
襲
魚
禽
の
経
案
を
詐
す

六
六

八
馬
克
安
定
策
に
封
す
る
批
評

　
上
蓮
の
如
く
國
際
委
員
の
薦
意
見
書
の
握
示
せ
る
豫
備
條
件
に
て
は
到
底
馬
克
の
永
久
的

安
定
を
口
る
こ
ピ
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
此
見
地
よ
）
親
れ
ぱ
、
馬
克
相
場
の
安
定
に
封
す
る
右

南
意
見
書
の
提
案
は
敷
果
の
無
き
も
の
ε
看
倣
春
な
け
れ
ぱ
塗
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
動
際
償
金

問
題
が
上
文
に
暗
示
し
た
る
如
き
方
法
に
て
根
本
的
に
解
決
せ
ら
れ
た
ε
假
定
し
詫
る
場
合

に
、
國
際
委
員
の
馬
克
安
定
策
が
果
し
て
實
行
し
得
る
も
の
な
る
や
否
か
、
叉
幾
何
の
敷
果
を
暴

げ
得
る
か
を
考
へ
て
見
や
う
ピ
思
ふ
。

　
先
づ
雨
意
見
書
共
に
馬
克
を
安
定
せ
し
む
る
根
本
方
針
と
し
て
金
爲
替
本
位
制
を
探
用
す

る
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
。
若
し
此
本
位
制
を
用
ゆ
れ
ぱ
、
比
鮫
的
少
額
の
正
貨
を
基
礎
ピ
し

て
爲
替
相
揚
を
維
持
す
る
こ
ε
が
出
家
る
か
ら
、
此
制
度
は
正
貨
の
綱
澤
な
ら
ざ
る
濁
趣
の
通

貨
の
封
外
假
値
を
安
定
せ
し
む
る
に
は
適
し
て
ゐ
る
。
然
し
此
制
度
を
實
施
す
る
に
は
先
づ

維
持
せ
ん
ε
欲
す
る
通
貨
の
封
外
憤
値
の
一
標
準
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
金
爲
替

本
位
制
を
賞
施
す
る
際
に
於
け
る
馬
克
の
封
外
相
揚
を
標
撃
ε
す
る
か
或
は
夫
れ
以
上
の
峯



を
逡
ぷ
可
き
か
を
決
定
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
黎
現
行
相
揚
以
上
の
摩
を
選
定
す
る
揚
合
に
は
幾

何
の
相
揚
を
以
て
標
準
と
す
可
き
か
或
は
断
然
戦
前
の
奉
便
ま
で
引
上
ぐ
る
を
得
策
ε
す
る

か
を
研
究
す
る
を
要
す
る
。
而
し
て
假
）
に
現
在
の
相
揚
よ
9
薯
し
き
高
き
摩
を
標
準
ε
し

て
金
爲
替
本
位
制
を
施
く
楊
合
に
は
國
内
に
於
て
此
新
標
準
に
依
9
て
毅
行
せ
る
紙
幣
を
以

て
現
在
流
短
せ
る
紙
幣
ε
炎
換
す
る
必
要
を
生
す
る
。

　
更
に
又
、
漸
然
戦
前
の
李
償
を
標
準
ε
せ
す
し
て
、
夫
れ
よ
う
砥
き
拳
を
以
て
金
爲
替
本
位
割

を
施
く
揚
合
に
、
此
新
相
場
を
永
久
に
維
持
す
る
豫
定
な
る
か
或
は
一
旦
暫
時
艶
相
揚
を
維
持

す
る
こ
ε
を
得
把
る
後
に
更
に
漸
次
英
摩
を
高
め
途
に
挙
煩
に
達
せ
ん
ε
す
る
を
目
的
と
す

る
か
を
明
か
に
し
て
置
か
ね
ぱ
な
ら
の
。

　
然
る
に
第
嘲
意
見
書
に
て
は
軍
に
國
内
に
於
け
る
馬
克
の
購
買
力
ε
馬
克
の
封
外
偵
値
ε

を
標
準
ε
し
て
金
爲
替
本
位
制
の
下
に
探
用
す
可
き
馬
克
の
新
相
揚
を
決
定
す
可
し
ピ
説
く

丞
け
に
て
、
何
等
具
禮
的
の
方
釘
を
的
確
に
明
示
し
て
ゐ
な
い
。
　
叉
、
斯
く
の
如
く
一
旦
定
め
た

る
標
準
相
揚
を
永
久
に
維
持
す
可
き
も
の
な
る
か
或
は
亭
情
の
許
す
に
從
ひ
て
漸
次
引
上
ぐ

可
き
竜
の
な
る
か
を
指
示
す
る
を
怠
つ
て
ゐ
る
。
第
二
意
見
書
に
は
現
荘
の
金
貨
馬
克
を
塵

　
　
　
　
馬
寛
頓
場
の
筆
定
に
覧
す
る
國
際
委
亘
奮
の
堤
案
々
詳
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



　
　
　
　
属
克
相
楊
の
安
定
に
閑
す
る
園
露
塗
員
禽
の
提
案
か
評
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

止
し
て
、
其
の
代
り
に
一
碗
の
四
十
分
の
一
叉
は
一
弗
の
十
分
の
一
に
相
営
す
る
金
量
を
以
て

新
し
き
、
金
貨
馬
克
ξ
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
ゐ
る
潜
、
此
新
金
貨
馬
克
の
鍬
外
便
値
を
李
償
に

定
む
可
き
か
成
は
央
れ
以
下
に
定
む
可
き
も
の
な
る
か
を
明
書
し
て
ゐ
な
い
。
第
二
意
見
書

に
暑
名
せ
る
國
際
委
員
の
意
向
は
新
金
貨
馬
克
の
季
償
を
維
詩
す
る
こ
ξ
を
主
張
す
る
に
存

す
る
ε
解
さ
れ
な
い
で
も
無
い
が
、
着
し
然
う
ε
す
れ
ぱ
、
新
金
貨
馬
克
に
封
す
る
奮
紙
幣
馬
克

り
關
係
を
詳
細
に
説
明
す
可
き
筈
な
る
に
も
拘
ら
す
、
輩
に
新
金
貨
馬
克
は
計
算
の
標
準
ε
し

て
、
奮
紙
整
馬
克
は
新
金
貨
馬
克
を
墓
礎
ピ
し
．
て
將
家
駿
行
さ
る
可
き
新
紙
幣
ε
交
換
さ
る
》

唆
で
は
支
彿
要
具
ε
し
て
使
用
さ
る
可
き
で
あ
る
ε
説
い
て
ゐ
る
に
愚
ぎ
な
い
。

　
次
に
金
爲
替
本
位
制
の
維
持
資
金
を
補
充
す
る
爲
め
に
雨
慧
見
書
些
に
外
債
の
募
集
を
渤

告
し
て
ゐ
る
が
、
夫
れ
は
不
必
要
で
あ
ら
う
ピ
思
は
れ
る
。
濁
逸
は
術
ほ
十
億
金
貨
馬
克
に
相

當
す
る
正
貨
を
保
有
し
て
ゐ
る
。
濁
逸
が
金
貨
本
位
に
直
ち
に
購
復
す
る
ε
す
れ
ぱ
、
是
れ
丈

δ
の
正
、
貨
準
備
で
は
不
充
分
で
あ
る
も
．
金
爲
替
本
位
鯛
あ
維
持
資
金
と
し
て
は
充
分
で
あ
ら

う
。
　
若
し
濁
逸
が
償
金
を
支
沸
へ
な
い
に
も
拘
ら
す
、
其
の
支
彿
を
強
要
さ
る
、
と
す
れ
ぱ
、
十

億
は
愚
か
二
十
億
、
三
十
億
金
貨
馬
克
の
正
貨
が
在
る
ε
も
、
金
爲
替
本
位
制
に
依
う
て
馬
克
の



相
場
を
安
定
さ
す
こ
ε
は
出
奈
な
い
。
若
し
又
償
金
が
猫
逸
の
希
望
し
て
ゐ
る
程
度
叢
、
少
く

と
も
同
國
民
の
備
足
す
る
勘
ま
で
減
額
せ
ら
る
、
ビ
す
れ
ぱ
、
金
爲
替
鯛
維
持
資
金
ε
し
て
十

億
金
貨
馬
克
は
決
，
し
て
少
額
に
失
す
る
と
言
ふ
を
得
無
い
。

　
以
上
國
際
委
員
の
提
示
せ
る
南
安
定
策
の
要
鋤
に
封
す
る
批
詐
を
試
み
た
が
、
要
す
る
に
爾

者
共
馬
克
相
場
安
定
の
根
本
方
針
を
示
す
も
の
ε
し
て
は
必
す
し
も
誤
れ
る
方
案
で
は
無
い
。

然
し
な
が
ら
、
其
の
内
容
に
就
き
て
観
る
に
、
雨
提
案
は
頗
る
粗
漏
不
徹
底
の
も
の
で
あ
つ
て
．
用

意
周
到
な
る
研
究
の
成
果
ピ
認
め
る
こ
ε
不
可
能
で
あ
る
。
是
れ
は
不
得
巳
こ
ε
で
あ
る
ε

竜
言
ひ
得
る
。
國
際
委
員
會
は
昨
年
十
一
月
二
日
に
開
會
し
髭
の
で
あ
る
が
、
委
員
の
中
の
四

名
は
鮭
に
七
圓
に
其
の
意
見
書
を
作
製
し
、
他
の
三
名
は
翌
入
日
の
日
付
で
濁
立
の
意
見
書
を

提
出
し
て
ゐ
る
。
馬
克
の
安
定
は
目
下
世
界
的
繧
濟
問
題
中
最
も
重
要
な
る
も
の
、
一
に
歎

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
重
大
問
題
に
封
し
て
六
七
名
の
他
國
人
が
僅
々
】
週
問
を
超
へ
ざ
る
短

期
問
内
の
協
議
に
て
成
功
の
望
み
あ
る
解
決
策
を
案
出
す
る
こ
と
の
困
難
な
る
は
多
冒
を
須

ひ
す
し
て
明
か
で
あ
る
。
況
し
て
其
六
七
名
の
外
國
人
が
國
語
を
異
に
す
る
囲
五
箇
國
の
代

表
者
な
る
に
於
て
を
や
で
あ
る
。

　
　
　
　
爵
克
相
書
の
婁
定
農
闘
す
る
鰯
魔
委
艮
禽
の
撮
案
を
騨
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
拠



馬
冤
樋
掛
の
安
定
に
蘭
す
る
購
際
奨
藁
愈
の
提
峯
か
評
す

七
〇

九
、
政
府
の
態
度
に
封
す
る
批
評

　
馬
克
の
安
定
に
關
す
る
調
査
を
依
囑
せ
ら
れ
た
國
際
委
員
の
意
見
拡
斯
く
の
如
く
頗
る
不

徹
底
の
も
の
で
あ
る
。
否
な
獅
逸
政
府
は
最
初
よ
9
國
際
委
員
の
研
究
に
封
し
て
大
な
る
期

待
を
有
し
居
ら
な
か
ウ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
加
之
、
縦
令
國
際
婁
員
會
が
實
行
可
能
の
成

案
を
得
る
ど
あ
り
ε
し
て
も
．
伯
林
政
府
は
之
を
實
施
す
る
の
意
志
を
有
し
て
居
つ
た
か
は
聯

か
疑
問
ε
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
替
し
獅
逸
政
府
が
眞
摯
に
馬
克
安
定
問
題
を
解
決
せ
ん
ε
欲

し
た
な
ら
ぱ
、
不
換
紙
盤
の
整
理
、
金
爲
替
本
位
制
の
實
碗
等
に
就
き
實
際
上
の
経
験
を
有
す
る

者
及
ぴ
特
に
此
等
の
問
題
に
通
曉
せ
る
學
者
藪
名
を
招
聴
し
て
綿
密
な
る
研
究
を
途
げ
さ
す

可
き
で
あ
つ
た
。
然
る
に
獅
逸
が
招
致
し
た
國
際
委
員
は
皆
な
知
名
の
專
門
家
で
あ
つ
て
、
哨

二
其
遭
の
槽
威
を
炎
へ
て
ゐ
る
が
、
必
す
し
も
一
流
の
人
物
を
網
羅
し
て
ゐ
な
い
。
蜘
之
．
委
員

中
の
一
蔀
分
は
一
週
問
以
上
伯
林
に
漕
在
す
る
を
得
無
い
人
々
で
あ
つ
た
。
委
員
會
の
報
告

が
吾
入
を
失
望
せ
し
め
た
の
は
寧
み
當
然
の
こ
ピ
で
あ
る
。

　
然
ら
ぱ
何
故
に
伯
林
政
府
は
濁
逸
の
萢
貨
及
び
爲
替
問
題
に
野
し
て
満
足
な
る
解
決
策
を



案
出
す
る
を
得
る
ま
で
同
政
府
の
爲
め
に
時
問
と
努
カ
ビ
を
捧
げ
得
る
専
門
家
に
研
究
を
委

ね
塗
か
つ
た
の
で
あ
る
か
。
そ
は
惟
ふ
に
人
選
に
時
を
費
す
鯨
裕
が
な
か
つ
た
爲
め
で
あ
ら

う
。
十
輔
月
上
旬
に
は
賠
償
委
員
會
が
伯
林
に
楽
り
て
濁
逸
財
政
の
賞
情
を
調
萱
し
同
時
に

償
金
問
題
に
就
き
て
同
國
當
局
者
ε
協
議
を
途
げ
る
筈
で
あ
つ
た
。
伯
林
政
府
は
財
政
困
難
、

償
金
支
揚
不
能
、
馬
克
暴
落
等
は
凋
逸
が
故
意
に
誘
致
せ
し
め
た
現
象
で
な
く
し
て
國
情
の
齎

し
た
自
然
の
結
果
で
め
る
こ
ε
を
示
す
必
要
が
あ
つ
た
。
是
れ
が
爲
め
に
或
は
賠
償
委
員
會

が
伯
林
に
て
開
か
る
、
二
週
問
前
急
遽
七
名
の
外
國
專
門
家
に
炎
渉
し
、
賠
償
委
員
會
が
伯
林

に
て
開
會
中
に
其
専
門
家
を
同
市
に
招
致
し
て
馬
克
の
安
定
に
封
す
る
方
策
を
研
究
せ
し
め

た
の
で
あ
ら
う
。
　
如
何
ε
な
れ
ぱ
、
少
く
ε
も
其
露
置
に
依
聾
て
濁
逸
政
府
が
誠
心
誠
意
を
以

て
馬
克
の
安
定
を
試
み
ん
と
し
て
ゐ
る
こ
と
を
賠
償
委
員
曾
並
に
聯
合
國
に
知
ら
し
め
る
こ

ε
が
出
來
る
と
信
う
る
人
も
あ
つ
た
に
違
ひ
な
い
ε
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
之
を
要
す
る
に
馬
克
安
定
に
封
す
る
園
際
委
員
會
の
開
催
は
劃
聯
合
國
の
一
政
策
に
過
ぎ

無
い
ε
看
俄
し
得
な
い
で
も
な
い
。
而
か
も
濁
趣
を
し
て
期
く
の
如
き
小
策
を
弄
せ
し
む
る

に
至
つ
た
の
は
同
國
よ
り
も
婁
ろ
聯
合
國
の
罪
で
あ
る
。
其
鍋
根
は
巴
里
購
和
條
約
に
胚
胎

　
　
　
　
馬
寛
相
醤
の
必
（
定
に
緊
す
る
圃
露
塗
冨
（
會
『
の
提
講
を
評
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
贈



　
　
　
　
馬
覧
根
獅
の
姿
定
に
階
す
る
麟
際
奨
趣
鷲
の
提
案
を
響
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
二

し
て
ゐ
る
。
此
條
約
は
最
早
今
日
根
本
的
に
修
正
す
る
こ
冠
不
可
能
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
．

濁
蓮
の
償
金
問
題
を
合
理
的
に
解
決
し
て
共
鋏
鮎
の
一
部
を
矯
盃
す
る
は
必
す
し
も
繕
望
で

無
い
。
吾
人
は
其
解
決
が
一
日
も
遽
か
に
圓
瀟
に
行
は
れ
ん
こ
ε
を
希
望
し
て
止
設
ざ
る
も

の
で
あ
る
。


